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MN HEBER UBICZE DO SEF 20 ty 

AF PWE DARE, GBA BO Sil RAGA, DIOR EE, K- 
DE AA BERLE ATE LICHISED Bo BMOHIHER FSi 6 
先生 は 安政 三 年 三 月 四 日 , MGIB & L-CHRANUF IC At 後 同 藻 の 貢 準 生 
BF SI, RAO 上 京 せ ら る 。 WATE eB 
第 一 回 に 卒業 せ られ, A SEC RE, a, A A ee 
HOR AIZ IE So MITA C MBE め た る 者 は , 直接 或 は 間接 に 
先生 と 和 師弟 の 開 係 に あり て , AIPHWBOMERS WOME & UIT, FOO 
大 な る は 言 を 供 た ざる な り 。 先生 に 半 し 特に 会 等 : 
JERE CC BRED Bite 0 LIK 00 BIC AZED BRIS IC <> 
BISBABBO ik ¢ HER LM GTI Do 

先生 は 茎 に WAAR AEN A BE © BBA SIT, 同 三 十 二 年 二 月 東京 
BOR RORRBLIDAAR 仰 付 け られ , WA BRE ® 引退 せら 
Hi BRL 同 大 香 名 媒 教 授 の 笑 を 授け られ 位 は 正三 位 動 一 等 の 題 階 に 列 せ 
ら る 。 以 て 先生 の 僅 業 を 追想 する に 足る 可 く , その 業績 の KAILRGRHO te 
ALSTOM SDSS St 0, EACHLCHBERT © 
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大 正 9 年 9 月 20 日 
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Kik 14 4611 fj 14 日 
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噴火 の 位置 これ を 論ずる に HO TI BBA MBP D 2 DOK Hage 
を 吟味 する 必要 あり 。 (1) LPB KIN FEO dete 20S ES, BEB, BALES 
es ite, 口 錠 永 良 部 島 新 獄 を 結ぶ も の な め 。 此 線 上 に あめ て は AMP: 
れる 活 火 山 の 間隔 は それ ぞ ざれ 43 km, 46 km, 49 km, 39 km (UTM A 
距離 に あめ LSU S OS L, PEP RE IL ATE 3 年 1 月 噴火 し , AZAR BH 
SRILA 6 年 4 月 ~7 月 及び 昭和 8 年 12 月 よめ 謙 9 年 1 月 に 豆 り て 噴火 
せり のり の 。 面 し て 此 度 の 硫黄 島 附 近 の 海中 噴火 は この 雨 火 山 の 間 に あめ り , し か 
る も 両 火 山 噴 火 の 中 心 を 結び つく る 線上 に あり 。 (2) この 海中 噴火 の 中 心 は 
iis Bh UF FAO Paw LAR a, 硫黄 岳 の TAR ei OO SS 直線 の 東 
Ty HE fe & 1) & OBE RAB IC ALT o 

Wee EI O CAA 7 IAT < , 硫黄 岳 は 新しく 噴出 し た る も の な り のり 。 
LIOR HRS ip 300m の 海底 即ち 硫黄 語 の 最高 穫 下 約 000m 低 
き , HRB 7 0, BV (2) の 火山 排 贅 線 に 於 て は 噴火 の 中 心 は 海 次 西 より 東 
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に 移動 し つ ゝ ある な り 。 
噴火 の 前 兆 と 其 開始 時 昭和 9 ATE A ae EC LI REDE AD ETI 
は 著しく 減じ つ ヽ あめ し と 言 ひび , 叉 噴火 前 硫黄 島 洪 頭 の 井戸 水 が 温度 隆 ま 
RYORERAAMEMKO BIEL UCAMED SEE HLF, LI A 16 
HBG ASPET OTR BIE It SE UL < SSE PAIRED WBRZ 
べく 直接 海中 噴火 LPR SO LATA DOT. 

第 一 


Takesimandze Ka 
eo NW 


ay 


Iézima-Sintd 


we 


e 
Asasti Se 


Tie BE Fs APL] BOS PAS WG a Bs 
OMEKO) Hi IKIL NAA O 4E 9 月 12 日 午後 の 硫黄 島 に 於 ける Hie LO 
て 始ま る 。 Wik ice BE BM OTR S hit L, 14 日 に は 最も RS & OBE LK 
2 HERA 2 Oe 
©) HWE ORIENT EEN, BAT 20 AR CAD RD 6 tr-C LR 
[A] EPCS O © 
G Witt 43 年 有珠 噴火 の 前 兆 た る 地震 を 見 る に 7 月 21 ARP OBR EVO Hs 


ss Be Mae ee se #14703) 


まり ,25 日 午後 10 WEAR BEDE ES % HHT LMA BRE ICE Vo IE 

・ SABE MeO BR wn & it 1 Jf 10 FBV LY 12 日 まで HEI eH 
AWD US VEE BF CHEN し 始め , 更に 午前 LO 時 頃 大 爆 毅 期 た 入れ り 。 地震 
(Lf) HILAR EEO KR SLVR ML eV *, 


LL O Pilz FS & ICMIMEK Bil IRM BE OD [A] WD ATI ESLER Lk 
(F-BU O. HIEO HEPMEKIE DH 0 Tit WOW LV te 2t 20 日 に し て 地 
FEO el Beenie £ — BS, & LAVADMO HLS te ome EM BE RIL 
に 一 致す ぁ る と せ ば 此 度 の 噴火 は 1# 日 に 起り 居 た る な る べし , 然 れ ど も これ 
を 証する 事 筑 な し 。 

此 度 の 噴火 は 海 底 約 300m の 深 所 に 起 れ る が 故に 陸上 火山 の それ と 趣 を 
KAT 即ち 海底 岩盤 を 裂 開 し て 火 日 は 生じ た り と する も , その 上 に 約 30 
気 大 を 有する 海水 旗 あ り 。 これ は 恐らく 17 日 以前 の 火山 力 の 人 券 動 を 抑 原 
せ し な り 。17~18 AE PRE OUR DO し 時 海 水 沸騰 , KW IRAE OD 
現 旬 は 見 られ た る が 果して 17 日 頃 噴火 が 開始 せ し や 叉 は その 以前 開始 
LIE O し や ゃ 明 な ら ず 。 BI SICH BOMKAKRE UOT hast SO L 
Oo 

9 20 WCBAR 2 RAIS TO A Ze FSD WS, IMIS PE し た 
OEFARRISHERCMHT SVBLMMEDEORO. Str EM AMIS It 
近 一 帯 の 地 帝 に BES B EO) BW 22 |S HE SDRC, 今回 の 大 爆 開 遂 動 
の 動機 な れる も の な る べし 。 MNO CR MOR 2 AS thie & BEBE & 
の 開 係 は 松本 唯一 教授 の 論 区 に 附 加 さる べき に より これ を 吟味 せ ず (出版 
準備 中 の 第 10 |b] A ASAT Hh & Fo 

RMA 海中 噴火 開始 後 9 月 下旬 に は 噴火 の 中 心 部 に て は AER Cit 
L BASES AY 2 FO 階 園 面積 に 淫 石 淫 湊 せり といふ, 叉 党 時 撮影 せる 海軍 の 
ARTE 2 見 る に 噴火 の 中 心 は 2 あめ,1 AB SC 連 貫 活動 せる 硫黄 品 
の 東岸 に 近 き 主 噴火 中 心 に し て AEE PT nO, 他 は 人 竹島 寄り の 所 に 


本 148C 4) a Ai Bh ty TR Ok OM 綿 206 


Me OB DN AE HBT IES BOUT Cavs KART HERES KO WLC Hy SK 
AURORA ILA SEOs AM Lo Aitet Os CS BE MR ELE A (= EE Ze 
上 げ 居 る 所 あめ し と 言 へ り 。 さ れ ど 現今 活動 せる は 主 噴 火 中 心 の みな る に 
KO IHRIEOS THA, 

此 の 噴火 は 水深 300 m の 海 旗 に 起り LM MEME & MeL CRIS  Bhize 
KTH 

CL) EME ce O TAK Ais a Be TD BED 7k et % TRS 
WS BD DWI ARBRE SEILER Ze FE A Gti 2e dB OL, te 
ORE < GMS KARL DS SBE O. BERR OMK OPEL EE 1 
度 も 上 げた る 事 な く , ABA OT, BIC PKORD AREA LS O 
し 頃 婦 も 10 月 下 呈 以前 に は 音 艇 を 聞か ざり き 。 

(2) 噴出 する 旅 は 海水 中 に He CO 海面 上 に 噴出 さる ゝ 事 稀 な ひし が , ify: 
pili < KA ROMA Lied 12 月 初 包 よめ 大 に 隆 旅 を 見 た め 。 

(3) 噴出 瓦 基 中 海水 に 溶解 する 成分 は 海水 に 溶け , 海面 よ ひ 上 騰 す る 噴 
煙 中 に は これ 等 の 堪 匠 を 鉄 く 竹 な め り 。 此 度 噴 火 の 初期 に は 硫黄 島 に 於 て 農 
作物 が 煙 害 を 受け た る 事 は 稀 な りき 。 

(4) EEK O 噴出 する 赤熱 の 妖 岩 は , OREO ABIL OTH 
EVE Str, KML AKO ARBlo KO CBee BILD » DHRITSRIC BHU TH 
Syria, merc RN aa ee i 
IM し て 海面 に 聞き 出す な 0 め 。 導き 出 づ る に 従 つて HUD FEBR He Ls 

FORO AB LABS LACTATE SSE Ze AED, 故に ペ > RARD PRE DB Fe HES tg 
Do HOME ILO TAD <$ OM SFBOKMAS WELK OG ペン 
BARAT HS Cid th ACH Struts MEINE IE < APL Ze aD, 此 
BEF SME SPA PAIL LUCIA E ILS s PRR OO, MEA eh 
AVRO K 304608 HO LE SAMHONMDMEHS AHI IAA 


| ss 
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WEE LILBSL, CORMIHBISIST Ia hk SARE Lb, ABIS CIA 
EBL O, 叉 内 部 は 赤熱 の 惑 態 に ある DURA ILI O BE LIE OS 

(SUA DAMS SEA AD = ARS AAR Ze BEE UI I EO TB 
AKOMNS EP SSL LE HOLES MS OMS UTHAAGIE LO»: KE 


9 26 Zk Ye E LE SRA © HR CUE AL Ze BM ia) 


EY UC Pits ae O ER ta UE ts} 6 DISK 6 RBI OS 

陸上 噴火 GM It EX ba RE UT 12 ie RS), 此 間 導 
EMH DSR PIS ER LC KOE OME PING, 2 aud ib 
次 高まり て 海面 に 近づき 12 月 7~8 日 和 途 に 火 ロ 丘 は 海面 - PACH LT D6 
PEO T TG Bld WE LACE OK AI NCING BULK OFM BTA o 

(1) WA OBROMS HLS 0, CAKO PALI b 300m の 高き 
IAM) ¢ 2 O Lik, BE K ORBEA DS HH) LA uSA Hi RAOKIO MM 
SHEA UTHEe ES SI-£So 

(2) WERE d ihk vk I eI SS DUACIRIL TO EK > MUMS. DST 
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隆 旅 は 西風 の 時 は 竹島, BRZA NE OSE LO IE Uh ott ES 72 7B Sy 
(3) JK ECRR IE iiik 22 Gt TS ASCE So BCI TEED OBS 
こ 比 すれ ば 12 ARO IMMILIRE & 7560, PES ROBLES (x BLS BNE Ik KR 
0 
第 


ee 


PALERMO MEME kU 
(4) WEIRD Awe ldo > RAG BME OS, Scoria と な めで スト ロン 
PY HHEK i USS t DCS SEBO, Mr bs lA wiakN 
丘 が 海面 に FA SH el NS BAG ME Leakidt Scoriaz dnt Liem 
べし 。 か さく て 12 月 7~8 ACH SKALO—ME £ OM O LO ML, 
第 1 次 火口 兵 の 出現 12 月 5 日 に は ARKO GUS’ OR, 噴火 の 中 
DEBS OMIA BAAS NTE PAO REY 4 LTO, 12 月 7~8 日 に は 海中 
噴火 の 中 心 部 に 新 火 口 丘 現 出せ 9 り 。 こ れ は 路 彫 銚 形 な り し が 東側 が や ヽ 高 
く 紅 分 か 西 に 長く の び 居 た り 。 そ の 営 時 は 高 さ 海面 上 約 10m, 周 園 7~800m 
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Oya 75 SKS O S,12 A 23 Ali 3H 25~30m LO, L 
NE 部 に は 念 岸 あ り , 其 の 下 に は 一 自 の 下 な る 所 あり た り め , 叉 南側 に て は 火 
DOWIE 完全 に 保存 され 長く HEE BRE Lt ORS 1~2 KOBE 
溢れ 0。 PES SRA OME HY BLS 
AREOBK 第 1 期 に 現 出せ る 火口 丘 は 12 月 26 日 に は BVWHeos 
梁 石 が 附近 に 集合 する を RKO と 言 ふ 人 あれ ど ,12 及 30 日 に 天 爆 凄 あ 0 
た る が な , 此 時 島 は 崩れ た る な らん 。 WARES 1 KADER OR 
OLB Dt Oo, これ を 前 岩 と 名 づく 。 こ れ に より て 第 1 炊 火 口 丘 が 
第 2 次 の それ よめ 大 な り し こと ・ す くそ の 構成 物質 と を 推す る を 得 た め 。 
第 2 次 火口 丘 の 出現 昭和 10 年 1 月 5-6 日 頃 叉 第 1 玖 火口 丘 の 位置 に 第 
2-e-K AD HFA LIE OS 
je) 8 日 硫黄 岳山 上 に 働け 3 HK OBR IK & IP DO HS IK AA 
せり き 。 そ の 燈 岩 は 海抜 高 湖面 上 ユー2m に LUCH2 RB KO HICH L, KIC 
Ho ALA ICM AOE CUM AIC CAPRIS EBM lO LSU LE, 1 
月 中 旬 ょ り 下 旬 に か け 余 が 調査 党 時 は 白 煙 湊 々 と LC IC US, KD id 3d 秒 ~3 
分 の 間際 を 以 っ て 姜 作 的 活動 を 示せ る る も 例外 と し て 5 分 以上 の 間際 を 隔て る 事 あ 
り 。 こ と の 合作 の 際 は 先 づ 鳴動 す 基 時 間 時 に は 1 分 以上 た に 及ぶ 。 鳴動 は 雷 音 を 以 っ 
て 終 れ ば 約 5 秒 の 間際 を へ だ て MINS ws 如く 突如 と し て 火口 上 に 出現 し, 次 に 
花 キ ャ ミッ の 如く 廣 が がり て 折 畑 と 次 は り , 風 に 従 ひ 傾き 去る ; 匠 (に し て 大 小 括 色 
OPEB YE MEIC He LIBR LA UC WARE 2 HES EE ESS IC, AT RIC 
FASS SIDI TOMO KE tL V > RICE RENAA EL BS A 
% WE Re AGT SBRICHS CHOM ZNKE ET RME TS 
mM k WYRE S Scoria は 海面 に 落下 UCKIM EH CSCLSV,QKORL 
に 落下 LORS SHA し, MPZRAOEE MAL MRM LOLS Y, 
ALAR IGR FSS LOA OPMEMP MDS APE YRIOMAKCRGS シ 
VOLMS ZAM eM LLO 
新島 の 大 さ 硫黄 島 の 東岸 に 長 さ 500m の 基線 を と り 0, 基 の 一 端 を 硫黄 山 
上 の 東側 海兵 520m OBEE MOOT, 此 等 線上 の ORK O 下 板 測量 に より 
て 測 彫 せる も の を 附 園 と せめ の 。 前 岩 よ り 硫 黄 島 まで て の 最短 距離 は 1.8 FF a5 
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9, 新 島 の 火口 の 中 心 は 硫黄 島 
iit k O 1.95 Fa 0, PANS 
= 最長 250m, Fe Kk i, 150m あ 
9, 前 岸 は NE (ck 3 100m, ie 
大 幅 40m 7 6, 雨 島 の 間 の 距 訳 
は 約 50m HO, 本 年 1 月 20 日 

に 於 ける 高 湖 面 上 の 高 さ 新島 
12m に し て 前 岩 は 5m な め 。 新 
i PARA ROBE } Zt 
EE Ok MUNA EVO, そ 
の 海岸 は AWG 2-3 m Oe 
を 示せ り め り 。 TBI OY 
—FROKARC LTBECE 
50m OKA BAEY o KAD 
南方 は 低く , PEE REIL L, 叉 西 
北面 は 盆 狼 面 を な し て 海 に 下 れ 
Do 

浮 石 島 の 出現 12 月 8 日 新島 
出現 の 前 後に 於 て 附近 郊 崖 及 
海中 に 出現 せる 人 淫 石 の 堆積 形態 
は 種々 あり 。 

C1) RADE 8 MRO AN < ht 


PAC HERR O, BIE Bit, 


下島 東北 海岸 に 於 て は 海岸 よめ 
500m 幅 の 淫 石 堆積 内 Me Ih iE he Ap 


第 ial 


Sih OBE & aT BCA 
I) 1934—X1I-5 I)xXI—23 


il) 0 


V) エー21 


IV)1935-I—8 
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KER 9 CRU BEHLTOKS BKUAHI RES OS ¢, HINONE 2 HE 
ども 海面 上 に 路頭 せり , © OFM IL 海岸 と 下行 せる Bop Oren 
EO, 人 各 帯 の 間 に は 浮 石 窓 に 堆積 せる 事 あ He 1S PARTE IO THR 
せる こと あり め , RG 6 IAL MEW] 22 FS UT EC k OPE ORD 
一 時 に 押し よせ て 推 積 せる も の な る べし 。 Miniss SRS & MUS & OTHE 
AGB BEG THUY, HED EA IC 埋め られ , BO ii IE OO m 
~100m 進出 せめ 。 

(2) 北東 に 営め て 竹島 の 鵜 瀬 あ り , こ ゝ に て は 鉱 立 せ る 呈 石 が NEE の 方 
向 に 海中 に 立 せ 9 。 こ の 央 右 と 硫黄 島 北 岸 と の 間 を 結び て 砂 洲 に も 比 せ 
5bOSSGHRORM AUT OTO Ks klik, 

(3) 附近 の 海中 に ある 漢 礁 の 上 に 浮 石 が 堆積 し て 海面 上 に 控 頭 せる も の 
あり , アサ シン 瀬 の N に ある Ki は 長き さ NNE に 600m, i) 200m その 上 
に ラグ ダン か を 有 せ のり 。 高 さ 満 湖面 上 僅か に 1m に すぎ すず , HHO Ke は 最小 
に し て UEFA IBA Sul PIC UL, D(C AO RIS 昭 洋 丸 は 此 上 に 
1 時 座礁 せり き 。 

新島 の 北 に 位 す る Ks は MIEABIC UCL NMHCOMIG ラダ ン を 抱き 
NE 補 250 m, NW 7% 200 m, 周 園 約 800m あめ 。 

その 北方 竹島 ノ 北 瀬 の 聞 に ある Ky は 細長 き 小 島 な 9 共に 高 さ PAA 
上 約 1m な め 。 

海水 中 の 大 海中 噴火 に よめ て 吐き 出さ る ヽ ゝ 放 , 及 び 大 気 中 に 噴出 さる ゝ 
旅 の 海面 上 に MEP RS BOK 海水 に 抱 有 せら る 。 鹿児島 懸 水産 試験 場 西 
山 技 手 は 本 年 1 月 2 は 新島 の 眞 南 2.0 PB, Hel] Casas 140 page) 上 122m~ 
151m OfHOHMACL) &, 新島 の SE/S 1.5 HR, 海 園 (本 誌 140 page) 上 285m 
~69m の 間 ,200m [AER EO MBH (3) と に 於 て 水温 を 測定 し , 海水 を 探 
取 し て 全 に 送ら れ た り , 叉 次 表 に ある PH は 吉村 信吉 氏 の 測定 せる も の な 
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即ち No. 1 HoBRtme Lk OPER RTI E OKRA AD OSS 
べし 。 No.l 及び No. 2 共に 海水 温 は 上 下 殆 ん ど 等 温 な る は BGS HHEO 


Sie ~_No.2 | 

深度 Cm) Co PH Re RUR) CC PH |R@ RV 
0 | 18-8 8-45 | 百 色 一 少 | 188 80 | Ha&—-4 
25 eee 8-25 ター タク 188 | 845 } 4 —1h 
50 | 18-7 3 |#f-#! 186 | 84 Ps 
_100 SE 0 805 | 4% = 
133C ENE) 18-5 7-6 4-%s | 179 | 79 pte Zen 


HERR K OTR MEAD BORKASNL, PH I PRICMOT PPR < 
VERE ECT 26 OF TS HERR IID RENE eT KAR AN Lo 族 量 は 100 cc 入 の 海 
IKAEO) FE Fe IR A 被覆 する 程度 なり CHERAB) HAO 5 Bp iH) 
み に 族 の 多き も の ある は 特に 隆 族 多き 旦 の 旅 が 沈降 の 途中 に あぁ も の な る 
re 

REA) NW 3-4 (PIRSA WAC TER ROH DS OSI EL 
HO, ONRGARHEIIN BORRTRSSL, RECT HRA tor 
の 骨 中 に も 淫 石 論 を 見 た る こと あり の 。 

な は 此 度 噴火 以 來 噴 出せ る 淫 石 量 を 算出 せん と せ ば 先 づ 附近 の 海 深 や 新 
に 測深 せる 後に ETH S ANDES, 然 れ どる も 今 概算 せ ば 1km 立方 程度 
7s (OC 

HEROINE HE ES AYA DR > PDE REICH S Hr Ic SRB DARD VY, A 

年 1 月 22 日 の 温泉 温度 57C な りき 。 AOR L UPR LOLS VU, Hie BBs 

OP 海岸 の 岩の上 に コンク リー ト に て 園 め る 浴 横 あり 。 上 浴槽 は 四季 入浴 し 得 た 

る も の が , 噴火 後 波高 《 RV Cop eR LAI HEN YS SICBNV, COME 

kU ALM 内 外 洗 降 て そし に あら ず や と 去 ふ も る の あり 。 


叉 硫黄 詞 の 漁師 の 談 に ょ れ ば 今 包 魚 釣り に 行き て 立ち 居 た る 海岸 の 賑 は 噴火 後 
WA FIR し た る 所 あり と 蓋 へ りら 。 


此 の 如く 1m 程 度 の 海岸 沈降 を 確定 する 事 は 困難 な れ ど も こ ・ ゝ に 除 記 す 。 
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Hie SIR REE bO Solfatara op tue ho 4~5 $e 1c He 
加 せ を せり と いふ 。 LOCHARK L 黄 に 山上 硫黄 控 集 の 現場 を 調査 を し が , SUMS 
HU LO 8 SU HO CRAG LAG ICH SS 作業 し 作り 上 げた る 畑 道 及び 火口 
等 に 近づく と と 能 は ざる 得度 な りき 。 

水産 業 へ の 影響 WWII PRCA CMMs) LA, EY 
ARM, アカ バラ の み は 釣 れ た り と 。 叉 灰 を 混 じ た る 海水 面 に キビ ナ デ ご (1.5 坪 一 4.0 
THOR SH) の 泳げ る を 見 た り と いふ 。 THOFARBE FHM S RAB IC 
LAL SEO CPREZORMY SHS, HREM Ctr, トビ ウラ 
PAE OFM 5S MAH eV, LOLARMS に て は トビ ウラ ヲ と サ 
べ は 平生 漁 従 を られ ざる 位置 に て 噴火 後 多 量 た に 湾 そ ら る ゝ に 至れ り と 。 

な ほ 叶 O 火 後 は 硫黄 島 の 海岸 に て は 中 布 基 他 の 海藻 は 生 ぜ ざる に 至れ り 。 

陸上 生物 に 詩 す る 害 IAF OURS ICR Cs RRO MOR IC MERE 
FLSICENY, RICH M OPAL ME MT 2 BIBT S MIC MEIROH & VIC 
強く 叉 普遍 的 な り 。 と れ 硫 黄 島 の 農作物 及 竹 林 が 全部 枯れ た る 原因 な り 。 竹島 は 
POR ARete SNM ORMRS 20, RF SICR Cle AHS HI NUEPOKE 
IRA EDR Vo 

Bre BE bh ICS CULAR FEO On & IR BUT eA HL (PAPE S PP BRR 2 SIC 
11 DMAP L, FF OM* LAKE VFCK LEV HW CHEV EWS, 

BMHopAY Yo, i 7, *A VOSS Los WRN Sk CHE Y 
to 


CePA ARAM OI KOTTUKAZLORALC LSM 
U, 23H ISO CHR SB RKERRBYORR 2 S125 VRS) 


BRESSRWUERRAORARHHA 
West hb FE R 
序 iy ‘ 
MEME Ht BABES IC} O, RRS KE O PATI BOW 
に 位 し , HAWES LORS MS EEK SRM, GL OM 
SHILYEO C-ESEIBAR を 終 て 達する も の と , 別に 岩美 模 よ め NAMIE BOT 
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南下 し , HEA ETS ADL OTUBAD 0, FEC HOT 交通 便 な 
6 。 確 床 は 主として 石英 粗 面 岩 中 に 礎 胎 し , 一 部 は 頁岩 中 に も 見 出さ る 。 塊 
道 は , 磯 床 主 段 や な せる 本 樋 確 床 に 於 て は , 最上 部 の 上 部 第 二 塊 より 上 部 第 
—bi ASL AMS PRE PR BIH Lah, bBo Ht 本 塊 よ め 
200 RO EABIE UT, 地表 


AEC DRO = Dc ba ple 6 Std, IANA MBM UT, st & O AE 
な る 境界 を 認め 難し 。 

BAO MIAL ADD & LU CRSNDR, 黄 鐵 確 を 主要 な る も の と な し , TK 
WD & UC RESIEG ASU, BASH, FEB FLEA U' delaffosite に 類似 
CARAGMOEeEECS LOL ET TO WPM SAOk, ALOK, HER, 
硫酸 銅 等 の 少量 を 見 る こと あめ り 。 DS OM ¢ AMEE IE Tk HAT O BB 
MES SOR EA MO Arte HRS 観 祭 せ られ , BBC EO ARB 
BLOG & > ZIT, BRA ZEO BORA Ze Jk AE FS 観察 し て 各 
DEO BA GR. DEAS CAE O58 FASE Ze HADNT tb To 

この 報 文 を 記載 する に 先 ち , 絶え ず 御 懇 息 な る 御 指 導 を 辱 ふ せる GREK 
授 に 深謝 の 意 を 表し , 併せ て 磯山 調査 営 時 種々 便宜 を 和 興 へ られ た る ESSE 
山 所 長 並 びに 同 磯 山 磯村 和田 氏 其他 の 職員 議 氏 に 厚く 感謝 す 。 
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初 & ht 化 mR 整 

ASTD OF AB —HING I BH CHA OE FR) 除 近 は , BEOMIE OE 
MOSHE & HIME 石英 粗 面 岩 中 ZBL BE OI UC, AER 
IR KURO GES tear ©}, RIL FRB LARS BD bd OC. HWE 
RIGA & OVUM FBR GET SLOHS 3, BMacruU POM! LT, 
ae — Pi | FO MPR D? Be O Awe % Jel L, waNR It He & UC Ik PEAT 
すれ どる も, FPRIRIL CAE L CRU BL, PERO MEBEO 
SSDOHM Yo HIRE 2 AE ~ S WER & BEE & OBER IL Hid CHUTE & & 
ON L CHAWE RS & RUBRUM Ae Ze L, MEWS BLY 4 20 Lc & JEDI 2s 
けれ と ど , HERWEO Ald, Ho BRP OATS OF, GALE 750 T DEIKO wa UBL 


る も の 多 し 。, 

ABIL LTERS BO 上 記 の 二 種 類 な れ ど る も, 其他 徹 量 の IRB 
7 目下 な は 種類 の 征 明 せ ざ る 白色 確 物 と を 伴 へ め 。 赤 鐵 確 は 石英 販 石 中 の 
HA (SETA FLEAS LIE SHIROYHE Zea し ,( 第 一 岡 AD 周 園 に は 


鶴 鐵 確 及 び 姜 鐵 確 の 一 部 を 認め ら る 。 < OFBBUR DS 6 SUBSET Ze ae 
する も の , 或 は その 一 部 分 に EIN BET BOD Oo TURD SERIE KO 
形成 せら る ・ ほ ゝ に際して, BMBOVNE を 残す 場合 あぁ る は, Blanchard, Bos- 
well 測 氏 の 既に 記せ る 所 に UCHR E ADEA EE CL SEREO — ih 0° < Df 


~ 1) Blanchard, R., Boswell, P. FE.» Econ, Geol., 20, 626 p. 1925. 
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BET SRT G6 L4v 6 OTR RMR O PERIL, AERO 2S 上昇 熱 水 
深 液 に よめ て 酸化 せら れ , 調 は の る hydrothermal oxidation 受け て 生 ぜ 


A B 
cp. ssa Hi. aot A. A eR DEO 


LAER EO BDL, FH ERE TO 場合 に 於 て BESIDE AE LD GB 
B), MRICIAZ & subgraphic texture & Pt 6 iS SALAH RSH 
BH Oo CHRG 6k EMD DUT 交代 せら れ て , Ds る 共生 を 示す も 
DAS TS 
この 確 物 が 如何 な る 種類 に 属す べき か を 知る た め に , LITRE FO HA 
i, BORD JME Ae 吟味 し た る に , その 結果 は 第 一 表 の 如く に し て , TBAB 
CEL CARS LS, A OB LCR St}, WOMB ARH 
せ ず , fe Sa MEARE ODP PEM Lk SINAN SAMACH UT , 表面 直 
ち に Re Eh i の 特殊 の BRERT. Ll OWRD iit 2 BACT 
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RES hit 非 半 方 性 を 明示 し , MR k O BIR IBML ST. 硬度 は カカ を 
NOS UCRHEN. CES, MERI L&E LET, 雨 者 の 境界 線 は 甚 し 
く 不明 な り 。 

以上 の 如く 比較 的 題 状 な る 特徴 を 示す を 以 て , と に 類似 の 確 物 を 求め し 
に , Farnham 紅 の 記載 中 の aikinite (CuPbBiSs) BL) LORE ECAR 


第 = K 
Fl sis) ) ok 物 adkinfte re Parashar ie kB) 
ke 色 | 自 色 RT Sen Ta SE 
Ree a ee 
fi He 2 | SERGE L, MAH 1 ~ HER | JEST LC Deke ~ Dear 


HINO; (conc) 
HCl (cone) | 
KOH(sat) | 
KCN(20%) | 
FeCl3 
SnCls 


HgCi。 


SC LAB fk UIC 
a> 


neg 
neg 
neg 
neg 
neg 


neg 


有 す れ ども , 研 完 資 量 極め て 少な くし て , BIER SBR TOC BGS, 


ied } I< Bei UC aR 
neg % 
neg 
neg 
neg 


neg 


WUE Te SS ABS LIS BD RPA ME & UC BERS BIC Bi 


= x ER 


ae 


下部 第 一 塊 よ 9 り 上 部 に ⑦⑰ く に 従 ひ , BEF A BEER L RB KEEFE te 
め に 交代 せら れ ね , BME PIAS TIE BIE] A に 示す が 如く 交 鉛 左 の 微細 な 
Ao MAKI SL So この 交 錦 万 は 上 部 に の くに 従 ひ て 交代 作用 は 念 々 進展 


LA lal BPG SDR S , HEINMEO ILA wy L,Y 


に 小 量 


DBE INDO) PEAK Ae IES (LGBT 。- こ の 交 鉛 左 の 成 生 に 就 て は 後 逃 する が 如く 
種々 の 場合 を BAH BMI, BS SIE 酸化 痴 に 於 ける SEAR Noe SMR al 


Z. yO PYRG SAME DS 酸化 し て 生じ た る 硫酸 忠 類 を 含め る 下 隆 溶液 が , 酸化 


1) Farnham, C. M,, Determ, Opaque Minerals, 1931. 
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Me YF IEE UT SC EPG Se SR Ze ER CHE UT HB OUIMEET SO MS 
FADE IL IAT, PEGDA O (FBLA TO 地方 の 気候 , 1 PK HOARE, MA 
種類 , EEA OPES OUR BEG Ss EOI UT, 本 邦 に 於 て は こ 


Cp. i siie cc. HIS ak 


PIS CORA Aa 
於 ける よめ 9 めも, 石英 eye) ¢ Bee > Le 


Lo 


= 


2 OPE MED HAMAD & OFS ZL ARVO MIRC KO CHM HK LT 
BE ILAEO FILS COAL OD SWAY RIEL, 2 TABI TRL’ 直 
BICRB SS LAMEIC, SK ORIROIES & SERA Ze Was L, 十字 = コル 下 に 
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= 
8 
# 
な 


本 163C17) 


WS CHRD THB < ged ES し , TRIE cS BK GS 5 Ry Rts 
SE MD 0 6 

RSD PCA Tb, LBB L PABICIS CIA? s Z ONRABINE L, FO 
tA tet CHIC BES S 附近 に 於 て は , 主として 黄銅 確 の み に REI Be 
(RUC Z2RUINEG BSH L, 上 部 に の くに 従 ひ 念 々 交代 作用 は 著しく し て , 殆 
ど 黄 鉱 確 の 残 駐 を 望め ぐる 迄 に 至る 。 之 に 反 UT BGS BI ae SDS Bt 
て は 交代 作用 は 遊 か に 少な く , そ の うぅ うち 黄 鐵 確 に BUTI MIL SOMIAN 

VL Zee AYO CMR E UTZ IU, た ヾ 上 部 に て BEE EEO 減少 し 
HBTS DI & O PBRT BS FEUER < A BH CUO, a 
D BERD ELBE OKI PUCINO CAME CWEAGRA LES LE 
AS Ly HOZEO)B の を 交代 する 場合 に 於 て も , HEB tL Cie BL < 
(FINS DC EARLY COA HILLEL: Spencer に より て も 立証 せら 6 れ , 
基 後 Schouten も 叉 を 朗 む る 所 な り 。 

内 亜鉛 確 は , 観察 し た る 試料 中 に て は 極め て 徹 量 に し て , SOAS eA 
する こと 団 難 な れ ど る も, 下部 硫化 確 帯 中 に は 全く 見 出さ れず , た ゞ 上 部 の 上 吹 
化 疾 下部 に 於 て 僅か に 之 な が な 交 銅 確 に 交代 せら る ゝ も の あの, 即ち, HEME 
NN 28 eI (= SEB UY OC, Gahlll7s % YIRAKN Z 7 AUT O 9 最 
Sis ou Feit CuSO,4, Cu(NO』)2, CuCl2, Cu (OK), 等 の 種々 の 深 
液 を 肉 西 欠 中 に 作用 せしめ て 上 記 の 如き 交代 構造 を あ 生 ぜ し め た り 。 Wb As 
左 の 場合 に 於 て も , 内 誹 人 第 喉 は CuSO。4 溶液 に より て 交代 せら れ た る も の 
LEAS 4, EOKMO ME d VNB S SIA LU S FEO, He 


1) Schneiderhohn, H., Anleitung z, mikroskop. Bestimmung. 
2) Spencer, A, C,, Econ, Geol, 8, p, 621, 1913. 

3) Schouten, C,, Econ. Geol. 29, p. 646, 1934. 

4) Schouten, C,, AizZE. 
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» CHIE BEN Oe 
D< ON < BMOKARC RE Cit, 下部 と 上 部 に 於 て , JBI Bt Ue U << 
変 代 作用 の 程度 を 異 に する こと は , 反 應 座 液 が WANE PLE OPK OO 
TERM AMS SL b HEE LIBS Lo BIC MGR SC bik, RGAE, 下 
BBD HE ORAS NS HA CIE 前 記 の 如く SCR SR CEE SAU E b> 上 部 
WILLS SEO &, 黄銅 確 の 著しく 交代 し 去ら れ し 部 分 に 於 て は , PRS 
(HOPE MEI KO THRE 6A, FH 3 [allt COIR BME Ze HEAR IK 


A B 
CP. 落 銅 CC. wisn tk - D. RA GARBER 


て 腐 触 し た ぁ る も の に し て , その A は 交代 作用 の 未だ 初期 を 々 示す も の に 


つ ゝ ^ あ る を な 示 し, lille] Bit LASMRICARIC IES DKA O RABE I VU 
て , 交代 作 用 は 著しく 進展 し , 交 銅 確 は 微粒 と な り て 次 白色 確 物 中 に 不 規 則 
(PALE Oo 時 に は 叉 徹 細 な る BRS 2? MUROMEA 22 aR S 4 Dd O 
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T, 交代 作用 が や ゝ 規則 的 に , EE UCU ICO THERE LIRBK 53848 
得る る の も あり 。 

前 記 の 放 白 色 確 物 は , Wr & Ttrlhit VIB LK PE SMM A LE 
屈折 また 強く OT, 等 方 任 に 非 ぐ る 事 を 示し , BIN OF ER © 
別 せ ら 5 られ, 之 を 研 麻 し て 反 著 題 微 鏡 下 に 観 祭 すれ ば は , 原 白色 の 反射 色 を 示 【 
— SLABS REFAELI MBs BE 8, PIE ZTE OS し て 多少 の 
Heike 7S L, PUI O BPs WES EIR E OED IIKD Lo 
を 用 ふれ ば カ を 用 ひ ず に MD REVS % 以 て 硬度 は 3ー4 の 程度 な 


第 = 表 
= at: eee | Farnham 紅 施 載 の delaffosite 
HNOg | _ neg | 
HCl TRG IC ABE L, PEM ORM IB ICH " 3 » DERE 8 79 
を 残す 。 - i HEI f © Zelt & 残す 
KCN neg neg 
KOH ; neg ; neg 
FeCl 3 neg neg 
HgCle \ neg sett neg 
SnClo neg | ; neg 
are: | JR A & cen = a 
mi oe | ML EI CHEM TS CM DIC | 1 Ly fie CHEMAF ct i 
に U7, J 性 es A Gr UE Ce 


S<bo 272 tii 2 BRANT PRS E, FAME な ら ざ る も 極め て 94S SEGTT 
性 を 示 する も の の 如く, FEA ORB 作用 せしめ て 其 反 應 を 吟味 すれ ば FH 
二 表 の 如く に し て , FRPBIE ESR ONAL S tv THRHEST 3 EB, HMO SBE it 
HATRIERST. CHEOBNR THI, BL, AU, gocthitese & 7 Fh (= 
同列 せ られ, 試薬 の 反 應 の MACH TIL tenorite (CuO) LMMTHES,*K 
HUSA 定性 試験 ORF, BS LOLOI 非 ぐ る Be AO. M6LD 
も の を 粉末 と UCTHMRITIAD L, OMA MBZIEO UE, 特色 ある 青色 
BUTCH MOEA L, Lb Limite 作用 せ し む れ ( ま ZIP HEO 
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EFL 7 ST OTE 22 AE Oo BES LC ONRNR IS NK Dae ONERR 2 
滴下 し , KITA MAT IL, アム モニ = テア の や 多量 を 注 加 ずれ ば 赤 更 色 の 
TPB HERO 沈 滋 を 生じ て , 何れ の 場合 に も 明か に 鐵 の 存在 を 示す 。 VY 
上 は 試料 を 臣 酸 に 溶解 し た る 場合 な れ ど る も, 試み に 忠 酸 の 代 0 に 硫酸 を 用 
ひ て 前 記 同 様 の 方 法 に て MOTE Ze 吟味 し た る に , 臨 酸 の 場合 と 全く 同一 
OR RBI Yo Mt EL’ ZO 定性 に 用 ひたる 試料 は ; 基 うち に 新 銅 確 
2 i OREM HATES UT, 鐵 は 或 は ZHOLOKO REABRH 
tuk, FZEEAMOMIOA’ & OMADMA 2IRO T, 前 記 の 同 方 法 に より 
THO EPR AO LIC, 何れ の 場合 に も 鐵 の 反 應 や 示さ ざり し を 以 て , 
LEO= HOw anv oF HIRE BGT TB = [TBS = 


for, -He re aye 
LAL es Ey Weg (LM 


feiOo COMORKOW LS ct lkaigl@ tenorite に 非 ざ る こと を 立証 
L, Bi ze A CREE TO 諸 性 質 芝 と よく 一 致 せ る も の を 求め し に , Farn- 
ham 民家 載 中 の delaffosite (CuFeO) 23 CAMEO 6 & LO Bee 
delafiosite な り と すれ ば は , 鐵 と 共に 銅 の 吟味 を 行 は ざ ぐる ベ べから ず 。 Ttrukiii 
記 の 如く この 試料 を 堅 酸 に 溶解 し た る も の に つき , ZRIBE=TILTH 
理 し た る に 鋼 特 有 の 青色 の 反 應 を 示 LIND CSO FEE RAE Oo Ba} 
PARP ICAL SD B BES LEB EARS 溶解 する を 以 て , ZRUT 必ず し も 
delaffosite POSGMORM LSS. ¢ wT, Md seis 3 eyez 
SESS £ IA BVHE TS BEAR 7 7 
難く , CeBIT So LARIAT 

Rogers 氏 に 擦れ ば ,delaffosite は Arizona #| Bisbee HELORELALO EE: 
下部 に , AEH, DREW, DRAUIESE £ FETE し , BOG ER O we RRB IC RS 


1) Farnhan, C. M. 前 出 - 
2) Rogers, A,F., Am, J. Sci,, 35, p. 290, 1913. 
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CORRE D CREF I UT, HER, ithe DNR 溶解 すれ ども , 硝酸 に 
Pk gos ons eS 
BUCH LS BR BOM ORME eR S L ES 硬度 は 5.5 に し て Frie- 
del EBC LN 7 LOBED LMT ALOR 26 KO LEBA. 

© OWED LERSBA O) 何れ の 部 分 に も 存在 する も の に 非 ず し て , BHO 
Site SMES CS, BAS EAB SLO HAMMER OR LES, MACABRE 
FS—DBIMRG Ss SOOM< , MAOAARE 於 て は Le TREE 2 2E 
(LUTH U, He ik A 第 a 
PRI Ck 4 ARS : 
が 如く , saa 構造 示せ 
DO, COBNRT 1 OB 

Sy (LSE, F Ze Zane | 
BLA Yt SEBS UT, 20) 
部 分 は や ゝ HK % S 
し , HENRI BU TIS 他 の 
May k OR BI SIDS 
し て 上 直ちに REBT. 3 の 
部 分 は 比較 的 表面 は 水 消 
に し て 交 鉛 左 粒 子 あ 全く 含有 せ ず 。 こ れ ら の SMATST, ASICS B 
JEHES MES, PEG Ds ARM OWMEDLIK HEIRS 6 8, 之 に iG T BS 
の な くさく , 透過 光線 に 謀 Cid ilte 8 RE OBERT 

PRUE SC een rk, setae eee 


& KM SMOMEE 7 SILBA YM eATLS ONDGESF, —TX< OW lk 
AZLOA ¢ GEBRWEEOD Fr MBL IB IS EDL, te S78 TRIE BREE © 
Z x WHC HST LAE E EMA E &, ZHEO RARBG PE Ik, 7K SORE 
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質 が 詳細 に 和 制 明 せ さ る も の WADST UT, BiB L HRT oS OD 
うち に も , そ の 脆 水 程度 の 種々 の HEI KO TRE BHA HT 80s 
HOS 6, SADR AEO 間 に 於 て も その PBA RIL BE TEA ZS inde 
GD » MBE, IIR AT TEM GS s MOA EO TZ Et 
FIR SLL AREAS & NBT SO EI 早計 に し て , Bele ZA RC 5 O 
何れ か に 属す る に FPS SDL EGR 2d, MZ ZV AisACD AM ¢ SAAB Ze 
な し て 産出 し , BAEK ATER Os RLU ORE ERI 2, BX COR 
TREE LUD ASO 5 MD 4 Ze MANIC SG SOG 8,6 ORE MD ER 
Mim) 上 部 に の み 限 られ, ERGO DRS 酸化 せら る ゝ 部 分 に 多量 存 す 
る こと は , BERD RIC IS EO THU CuSO, 溶液 と し て 流失 する と 共に , 
鐵 確 の 酸化 に より て 生じ た る 硫酸 第 二 鐵 が 加水 分 解 し て ここ に 含水 酸化 
鐵 を 沈 測 せしめ た る も の に IS APL EF 5442 UT, COMET 
は な ほほ 充分 の 研究 を 要 す べ Le 
YOU ¢ BES ARETE 


る 場合 も あ 
CuFeS, 


9 Cu2S 及 CuS EFA 場合 も あめ で > も し SO。 OIBRMNICAED SD UE 
に は Cus ( (SS Bez A TPS a » 


alc AREAL 5 CuFeSo ee CuSO, +'8'H,0=8 CusS +5 FéSOj +8 


ip) [Reel Wes AP ane Min. J, 1905, p, 985. 


“a oe Rx Se) 


責 aSO4 の 作用 に より て 直接 商 鉛 講 よ り BETS 2 BAG a6 更に ま 
た この SRD 黄 鐵 確 に 作用 し た る 場合 に は 5 FeS. 414 CuSO, +12 HO 
. + MENDES SATA GSOg £28 0 CRRABE 2 ES" SS EBLE Stax 
kes 及 eS, Allen, Merwin “ma こよ り て 知ら れ た る BHO, MES HK 
BEANE HS Clk BSAO HN ¢ » SERB SEEAOR IK UCHR DN BREN Pe FE 
な さく , CuSO. 溶液 は 主 ょ UT SESE 作用 UC RRND AE, BEG 
し て しき 部 分 に 於 て の み 黄 鐵 確 に 調 す る 反 座 軒 ん と な れる こと は 棄 に 記せ る 所 
な り 。 

—ABAE ANTES NS STE TASER) 1 RSE (AGRE Ae LSI LD 
な く , ToS PRCA FSBIES TC, FECHA Oh Zita) Lk EIS I BS 
CEAOT RES § BIH DPA MET S t SEK, BRIE DMRS O BIE 
te BPA CHR Lid 硫酸 の 作用 に ょ り て GABE IB et St OD, 或 は 前 
al CuSO, 溶液 が 黄銅 忠 に 作用 し て 交 銅 磁 と 共に 形成 せら れ た る も の が な が ;, 
BEDE \BBYUSD も の か な る べし 。 然 れ 共 特 に 鍋 藍 の 微量 が 赤 鋼 尋 に 
任 へ る を 見 る こと ある を 以 て , HLA FUMIE RBILIC £O TIRES 
RLIDLEFALH So MUT C OPA MRC (eI LIE OME 1-FE WS 
ょ め て 著しく BBCSS > EDIE UT, AVEKROM ¢ PEM Hoe 

こ 含 有する も の は , MELBMT SEO CuSO4 と し て 再び 流失 す 

ARE ¢, 銅 覆 は 供 か に 一 部 分 に 2CuzS 上 0=2CuS 上 Cu2O な る BAG 
CKO CHAM tHE ZONR BUSS. 

T(E CO AGM PF KO % 形成 せら れ し こ と は 前 逃 せ し も , 好 
資料 に 芝 し くし て その 詳細 を 極 む る ぁ こ と を 得 ざ りき 2。 


1) Zies, E. G., Allen, E, T., Merwin, H, E; Econ. Geol., 11, p. 500, 1916° 


3) 前 GE. 
3) Lindgren, W., Mineral Deposit, 1928. p, 950. 
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Bits © wa ik 
MIRO LBB KMS CT EBISU SS PRI Oh CoE eT, 
NTRO RE & AARC ORR IR 2 CHB 56 tt, 次 第 に 下部 に BS 


BLSILLHO, HTL ORM, AG, TAREE EO HS 極め て 小 
量 に し て 元 よ め 酸化 銅 貴石 と し て 稼 行 せら る ゝ 程度 の も の に 非 ず 。 

28 = WE 2 SS PCI This, IHMC 多量 の ARGH t HhicO 
PEF Ze io o COM SMMULIRG 10. beat 6% B Me < UCR IK 
TOD iby %e BIL L, ARIZ & SIE S, BAO OME FO T 
夫々 外観 を 異 に ae も の あり 。 例 へ ば AM) He ZW PTE BIS Ss 
研 歴 面 に 於 て は 最 も Mitts 6 RMA し , 濃 人 硝酸 を 作用 せしめ た る 場合 に 
£2 RO= 19) O Behe AGI HWY LUA Leo LOMAS 
Ze PAAR IS CBR 2 UE Lb (COR (CB OU Hid LONER 2 ARS he 
ども , PAR EINE UWA USO CHRIS BOT, HWE HBR Re BL 
Hi Fo 

ARAL S 赤 鋼 左 と 共生 し , 更に 微量 の FLED VIA 0, HAOMA 
@xRL, Hite ale UT, RATGR <, 種々 の 試薬 に BUTE AMG t 
LTO) KRESS 7s be 0 に 濃 硝 酸 を 作用 せ LURE br Bia CHR aE 
To ake BASE C, 反 應 時 間 適 営 な れ ば ' 結 唱和 粒 の HERR BME Te B DGG を 明示 
せ し む 。 騙 酸 及 青 化 加里 溶液 を 用 ふる る も 暗 玲 色 に 組 し て 内 部 構造 を 認め 得 
れ ど も , 最も 適 党 な る ぁ る は 濃 硝 酸 に より て 1~2 秒間 作用 せしめ た る も の に し 


1) Honess, A, P.: Etch figures on crystals) p. 77, 1927. 
2) Farnham, C. M.: 前 出 . 
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て , 双 品 構造 を 明示 し , も LARGNOE LIGA SBS IC id BRIN DR TORE 
十 間 際 よ 0 次 筑 に 艇 達せ る 様 を 認め 得 べ し 。 こ の 自然 銅 は 時 に 卒 洞 に 結晶 
塊 と し て 産 す る も の も あれ ね と ど , 多 く は 赤 鋼 中 と 共生 し て 概ね 復 雑 な る 形態 
を 示 し , TRINGEO REAR & O ZARA B MMS APB eB IBIBO 6 
& 5 [al (Bit < OB RHO KE SIBIKO tL ODA RIBOED THEUKA 
も の な り の 。 

> ARDS 登 通 硫 化 銅 忠 の 酸化 に よめ て 形成 せら る ヽ ゝ こと 多く , ARIE 
HOT BHRINUON AACS LAB & ORIG G tv, 大 部 分 は 再び 硫酸 鍋 溶 液 と 
し て 流出 すれ どる も, その 一 部 は CuyS+20.+H,0=Cu,0+H2S04, Lik 


Ol 
/ 


Lew HRM BK MB 4H BA 


2 CupS+-0=2 CuS+Cu,0 な どの 作用 に より て 赤銅 忠 を 生じ た る も の と 
FEN bt, PRPC LARP te US 大 部 分 談 代 せら れ て 僅か に 残存 せ 
る 交 鉛 左 粒 子 を 多 敷 認 む ぁゃ こと を 得 。 


1) Schwartz, C. M,: Econ. Geol. 29, p. 72, 1934. 
4), Lindgren, W.: op, cit 
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叉 自然 銅 の 形成 に 開 し て は 諸 訟 あれ ども , BARAK BO 下部 に 於 て 
ZO L POT 現 出 する に は , 多く の 場合 , FRIED PAIL Yt 6 20T, 赤 
GIG Ae 4 5° SE, TENS HIRE Lc BBD L BN Gh Schwartz, 氏 は Ze 
2 CugS+5O=Cu,04+2 Cu42 50. な る 式 に て 表 は し , この BS aoe 
赤 鋼 中 中 に 微細 な る 粒子 と し て 包含 せら る ゝ を 普通 と せめ の 。 

本 確 床 に 於 ける 自然 鋼 は 赤 錦 確 と 共生 し て 前 記 の 如く 種々 特殊 な る 形態 
を 示せ る も の 多く し て , HAE COABHE L, ZB UTE URS 
> LW OMRREEA Emmons KM Cu,0+2 FeSO,+H,SO,=2 Cut 
Fe2(SO』)』 十 耳 20 な る 式 に て 表 は すず べき も の と 考 へ ら る 。 RMD BE 
錦 暴 より 生ずる こと に 就 て は 茎 に 第 験 的 に も よく 知ら れ , 叉 Lindgren_ ge 
は Arizona )}| Morenci fli HO Sb Ol WET L, ZIAD 
上 部 に の る み 限 られ て , RSI 2 EAE し , A ORRSMBEHD (LIke UT LH ST 
ieee Curl 

FLEA 4b LZED Rt SEK BEE UT 小 量 産 し , 38 OFS (Cap FE BE 
BE LILA TSLOILUT, CO。 BAH AMPA BEAR IIE UTE U 
た る も の と 思 は れ , HP CMAMEO 小片 を 多量 に 包含 する も の あり 。 叉 一 
HAPS TAB 5 園 A に 示す が 如く AGA SD 周 邊 よめ 次 第 に 交代 し , 屋 
Ae HMR & 22.0 CZ7AGHS SEO o 

要 約 

以上 の 如く 岩美 磯山 負 喉 床 は , HEARNE 黄 鉛 忠 を 主 要 な る DARN & > 
ABR MAE (primary sulphide zone) と —-KVERED 22 HEY S He 
fm Uete(secondary enritched zone) と 更に その 上 部 に 僅か な が ら も 酸化 銅 中 


1) Schwartz, G. M.: BijzE 
2) Emmons, W. H,: U. S. Geol. Surb. Bul. 625, 1917. 
3) Lindgren, W., Loughlin, G. F.: S. Geol, Surv, Prof. Paper. 107, 1919. 
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Fire bow BARN Coxydized zone) 2 に 分 れ , HiwelL & L K O WME BBE 
界 を 設け 難 き も, 比較 的 整 ひ た る WEE RELIES Lo MEIER FEE 
より 見 る も 深 熱 性 記 床 (hypothermal deposit) の 特徴 あ 示 さ ず , BAS APE 
Bes Cepithermal > Sir, Ghee deposit) | armen 
EDEAN 5 2dr, HEE 
ae as LS & 


2 ESCH は 比較 的 小 塊 に し て , 大 な る も の に は ROT WHAT L 
少なく, 母 岩 の 冷却 に 際 し て 生じ た る 和 裂 鱗 が 大 塊 よ り も 小 塊 に 多く し て , HE 
不用 脱 に 好都合 な り し も ゃ の と 参 へ ら る 。 

TRUE LIA 2B RGR IEE tL CSE CBE k OAR UR DS 
DIE}, TOMA PIAA O SBME GNLEDE HANS, 
BAO PaB EO AGB (BR < (<GE OC RRB AE OD SRR 2 BIE (93 OI 22 
FES bo BSI OS € IL EMC TE CA CIB E 6 dr し 硫酸 銅 溶液 の 下降 
FEO TC ARI THE (SK BED MTR PBB CIO CHEE S Fb BHD AT 
認め 得 べ し 。 ASM t BAG t OBMRIL, 自然 銅 は 特に 赤銅 忠 中 に の る み 見 
られ, 筑 5 彫 ゼ に 示す が 如く 特殊 な る 形態 を 史 す る も の 多く , 自然 銅 は 直接 
赤銅 忠 を 交代 し て 生じ た る こと 明か に し て , PREM KO A: Ute & 形跡 を 認 
: 必 る こと を 得 ず 。 

今 主 な る 各 確 物 の 成 生 並 に 療 化 の 順序 を 示せ ば 次 の 如く な る べし 。 
CoN FRR —> Ak, TE —> eS, DYE SAR 
{三次 的 J = —> PRENDE— ari, SE — FLEA, BSA 
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Rm 米 を BY て 


2: RB 


mivds Bri A E+ TA + ACS, Ho AE eR 5 LU, 
HSTAA TPA AWE CHE CE. Me CMD SLES SREB eS E 9 0 

RO ARO TE SAH LE ECC HOT, MBAS 到着 せ し は 昭和 八 年 二 月 
十 三 日 の 書 に し て , 耐 戸出 山 后 四 十 六 日 の 長き 航海 や つ ヾ け , HEV OS E 
ス ヶ ーー 訪 に 悩ま され し 事 も 応 れ られ ぬ 一 つ で ある 。 BBUCHL<S ZH OL 
友人 も マル セー ユ ュ で 全部 下船 し , こ ゝ か ら GBA L 余 猫 り の み で 
の $3 た 6 

{is BULBS Che. Ala 8 7 oe REO Ia, BLA の 下宿 に 入 つ 
TOS AP CIAL, WP CISA, BA, BMRA EROWA 
の 外 に 下宿 夫妻 及び NAO 男子 の MACAT, ARB BakIt 日 本 の 國際 
Wet ESR AL 相 党 に aa tL SES MSA CH CHS. RO GK 
CM DT 訪問 せる は J- L. Spencer fR+sC, 余 の HABER SHEE Ik 
HEY (= HA TIL Spencer fr % 訪問 せよ と 度々 語 5 られ て 居 つた 。 J. I 
Spencer 博士 は 英國 座 物 阜 の 泰斗 た る 事 は 周知 の 事 に し て , 同 壇 士 は G. T. 
Prior 氏 の 後 を 受け て 現在 South Kensington に ある Bristish Museum 
(Natural History OMPBOEIETH 5. ROP 2H CTH LIA 
親しく 迎 へ られ , IL —- REO HES FIC UC, RRS — WB OMB 
を 悼 まれ た , COMBA HEEB OSH OBR CHO, Rit 
BELO 健在 に て FER EOD 等 と 語ら れ 一 時 間 も ROK, WIRED 
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標本 宣 , BIBS A OMREC RAL Sirk MAM eaN Sb BOL L 
CALA 2B C ties HDSo COMME lP- vite. LB meteorite の 研 
完 に 没頭 せら れ , RAMA CH= meteorite に 就き て 講演 せら れ し ゃ を 
Hone OD, た また ま , 質問 に 及ぶ る HR AM HS So 嫌 ひ が あつ 
た 。 Aik Mineralogical Magazine の 編 正 に 可 成 時 を 費 し て 居 つ た , そ 
の 抄録 の 大 多 敷 も 博士 が 取扱 は れ て 居る 。 Spencer 万 士 の 下 に は W. C. 
Smith 氏 が 居り 岩石 を 主として 研究 せら れ て 司 る , 同氏 は 大 る 事務 的 手腕 
に 富み Mineralogical Society 及び Geological Society MANS +41, 害 に 
mE SACHS. LOM F A. Bannister DEO EL UT MHD X- 
ray に 就き て 研究 さる , 同氏 と 共に zeolite group に 就き 懸命 に 次 験 中 の 若 
FO M. H. Hay 氏 あ うり, MI RAMWO CBA RB aReE L UTHE 
UCAS, ULRAECIt zeolite group に 闘 し て Mineralogical Magazine (x Ji 
RERE し は 周知 の 事 で ある 。 

British Museum ょ より め 程 議 か ら ぬ 所 に Imperial College of Science and 
Technology 2° 4, [ales l= P. G- H. Boswell 残 授 を 訪れ LAVA 
So MBS ELC UT BIC BOA, Beem Liverpool ) Ke 
よめ 轄 任せ られ た りり と 聞く 。 そ の 営 時 水 成 岩 の 著作 に 人 忙殺 せら れ て 居 つ た 。 
同 才 授 の 厚意 に よめ 教室 あぁ ょ よく 案内 せら れ た 。 同 薇 室 に は Mining Geology 
に は C. G. Cullis #8, Oil Technology に は N. C. Ilings 氏 Petrology 
に は A. Brammall 氏 が 居る ,Brammall 氏 は 未だ 年 若く , SANA Ac hy Re 
阜 者 で ある 。 同氏 は A. Holmes 2 $Me < MIMO aS TART 
る と 語ら れ た 。 

その 后 Boswell pe £ Brammall 講 帥 と の 紹介 に 依り て Henry Francis 
Harwood 万 士 に 面 符 する を 得 た 。 余 が 英國 に 來 り て [AAC 師事 し 度 き 
を i 逃 ぶた る に , 同 陣 士 の 快 護 を 得 て 注 く 重 蒼 を 卸し た る 心地 し た 。 HF 


i 
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Harwood 博士 は Imperial College of Science and Technology 0) {2g 
の 講師 に し て POMC ELA SO & BA ABA IC BE L, 同 
KEIR IOM * 12 SI AS 4 A TOBRUK ILS BRD 
CHESS, KS POCHEST SIC BED MIME L TPES ORBCH 
る , ROBE IE O し 頃 は A. Holmes と 共同 仕事 に て アフ リ ヵ Uganda 
地域 の 火成岩 の 研究 中 で あつ た , fal Ak ee Bet CRIES & HOT 
Ma HOLBY MORI & otro [AKO FIL. S. Theobald 氏 
DEOTHADPRE REDE. VA DIBA IZ UT Harwood Fea 
室 を 訪れ る 者 願 る 多く , され ば , AMP beRMO A AME BELA aT 
の 第 一 人 者 と し て 賞 謀 し て 居る , し か し て H4KHO RMA ABRIZUT 
同氏 の カ を 病 ら ざる 者 な し と 稀 す る も 了 敢 て 過言 て は な い だ ら う 。 同 教 室 に 
¥EC Harwood 氏 に 指導 を 受け し 岩石 幌 者 A. W. Groves 氏 も 今 褒 同 
ABET KEP CHS, TOMA HBA CAM AO 指導 の 下 に 研究 中 の 
BRAD Bo We BEE ORE TB im iC Bt (<1k J. C. Philip 主任 教授 居 0 
ATC Le C Amis J. F. Thorpe #ehe(t Bic it H. V. A. Briscoe 
BLOG S, ORE OREM ARS 7 TAB し や ぅ 。 

ak A Spencer [--2e Seid RW E8 (ht 2 IA) BAO AG 2 FC RUE 
の 一 員 に な る を 得 た , Vi Ce OMS, HA OHIHE 3 Ss HDR RERR 2 BA S ZS 
722 UTRMWADEE LMRICRET ORE ei. FORO 
DEAE OB Lik AAO Sir J.S. Flett 70 し も 一 昨年 秋 四 年 の 満 
期 了 し て , 新た に Edinburgh University の Principal な る Sir T. H. 
Holland CHES RTRREROFARBRATHOS, LOWMBe OMB it 
MAORI MIG W. C. Smith CHS, MROM OMAK 2 
HAAS STAM BBR O LABS ico 

DEBE MEAT SAS ATK Ik PIS 前 記 の Sir J. S. Flett いた ヾ き そ の the 
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の 知れ る 慮 で は A. F. Hallimond 氏 が 居る 。 

その 後 倫敦 の Kings College を 訪れ A. K. Wells 博士 に 面接 する を 
得 た , Wells (tthe F. H. Hatch 氏 と 共著 Text Book of Petrology(qgneous 
Rocks) CHAT AH 0, 博士 は 種々 の 岩石 標本 を 示 され , HIE RSMO 7 ov 
ヵ リ 岩 を 整理 し, BE PCR LEO, HARA LAEK SRPMS LA 
ss eat US RAG OS, 同 教 室 に は W. T. Gordon Abele 6 riba 
SLES S & BURL AO eR CARAT 4 ECO RBA 
を 余 に 示し た , © O FARE RD 6 IEE, LIK P DS B MMW BSC BAD 
Ot RAMSAR AKG GS > BSS Serko 

BF ISAO Bedford College (2 @ABiAL. Hawkes Reign e 
1S } shell 3 MOE LES LEE DD S, Mabey ik W. C. Smith 氏 の 紹介 
に 依り て Cambridge KO) ZHGe A. Hutchinoson 及び C. E. Tilley 
教授 に 面接 する 機 を 得 た , その 折 作 は Cambridge に 遊び , bac MEaEDO 外 
に A. Harker fi--,R. H. Rastall 氏 F. C. Phillips 及び T. C. Phemister 
tS teRL, AWE eB Lt. MH Cambridge ABS Ty ¢ (Linea 
DTI RGA 6 tt UT, FORKED ZORA AO 研究 せら れ 

LBB LX BOARD LS XEUK, tte Tilley Ae2it 英國 に 於 
CA ARMED Mc CHS 優勢 の 位置 に ある も の ・ ゝ 如く 感じ た 。 

一 昨年 の BL FST 中 秋 の 頃 英國 の 北 束 に 位 す る 人 ロ 一 萬 足 ら ず の 
Durham の 町 を 訪れ た , 町 端 れ に 近代 式 の 雇 落 た る 建物 が 科 え て 居る , ZS 
Durham University て で あ DB. WEBI は 有名 な Arthur Holmes FxPZD EG A, 
Pl 25H C CMBR MA USD, 余 は 初め 余 程 の 老人 か と 思 へ し に 未だ 四 
+WEO ~+ — bE FSAIED B IB CO) 教授 な 9 り し に は 一 殴 を 嘆 し た , AL 
SEASON GIT SRK UMSLES RAC SRK, TOW Holmes He 
援 は Africa, Uganda 地域 の 火山 岩 研究 の MTP TE O—M ILA BK 
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せり と て , FORM BR HL Girt, MBIZO HA <¢. Harwood fEILAOBL 
友 に し て 常に FEAZEL ITO, BA AO (barra & UCB OE 
め り と 。 余 は Holmes HIZO MS (LRM —-MROAKABHB EK GAD LBS Bo 
この Holmes BPO \2 W. Hopkin 講師 及び 昨年 か と ILS s 0 fir 
KBE OY CTS Miss D. L. Reynolds % fess (AETV CHS. 
Durham KAA Edinburgh KC 4 7 BF R. Campbell 氏 を 歴訪 
US, 族 行 中 に て その 目的 を 果 し 能 は ず 唯 教室 の RALEOT 引き 返 
た , 更に Glasgow に 至り め Glasgow 大 阜 を 訪ね た , 之 は 同市 の 高 誰 に 位 す る .・ 
tis SAA UT, [He Bee (ct E. B. Bailey 教授 , G. W. Tyrrell 
講師 が 居 る , 余 は 岩石 捉 者 の Tyrrell 博士 に 面接 し た , Tyrrell hob 6 
BL 6 KBRRAY Gituts, MAX 1 BO MTs SBT IS UT Schotland 
ODT ルル ヵ ぁ リ 岩 に 就き て 詳し く 語 られ その 営 時 , MPR EO A Iceland 
の 岩石 に 就き て 研究 中 な る 由 , 邦人 の 訪れ る! 事 極 め て 稀 な り と て 長 時 間 
“BO 種々 談笑 し て 包め た る な ど 今 猫 記憶 に 新た て ある 。 その kee 
Manchester に 下車 せ し も , 管 地 は 甚だ 余 に と り て 感じ を 害し た る を 以 て 大 
WAV bE Chin BBO LAA & Hark Z & RMOMTAH So 
D< UTM +S ALP es Uc SEL A OT 6506 し ゃ を以て 
ME SAS TO AEA t UR BUR eo UT HO FE BG (E 
移る 事 に し た 。 願 る えれ ば 十 ヶ 月 生 の 下宿 生活 の 間 , MAE HO, Dawe 
し 事 も あり し が いざ 別 る る と な れ ば 甚だ 名 残 が 惜 ま れ た 。 
fimo & O Bp PRS A) Ss 途 次 狗 包 ケ ルン 市 に 下車 一 泊 , 十 二 月 廿 三 日 末 
ン 市 に 到着 し た , A UR O ILL AU, 2 Y AeA IEC MMO BH CHB ER. 
日 第 と 別れ て 伯 林 に 向 つ た , ボン 市 で KB LOMA T HE 8 
する 機 が 無 か つ た 。 伯 林 に 到着 せ し は 一 昨年 十 二 月 廿 九 日 の 守 き 日 で あつ 
TS 
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ARR HFE cpt Dahlem の Kaiser Wilhem Institiit fiir Silikatforschung に 
或 は ‘Technische Hochschule に W. Eitel #22 H= 2 OSM Ss H 
He 6 BE } [ABZ RS eG SO し は 甚だ WRCHOK, LR Gottin- 
sen KBD MAA V. M. Goldschmidt 22 (= Ji EHS UT MBO 
Pe CAE LIBS ICBOK, SIMS TILK LAE ORE 
Bh1-O) MSE DIES BA ¢ LS A IARI ERS SKE CH So. HMB 
は Goldschmidt ARO Pl Ci > EO, WCOARE, HADOAKED 
Me Big Fe RG 62TH る 。 

V. M. Goldschmidt 教授 は Otto Miigge BMRB» SO Norway よめ 
M76 6h O LHS . MRI Goldschmidt AHOMMRB I UTCH AMD 
BO ILT OREFERO Be SGZA OTT So ADAMI O LAA 
B, KM RU WEOLEY CU TBOt. MARO PICtE+ 
MRO DAO I UTA AROSE YD § KE BILE LB Be 
郵 せ る 者 の みな る は 特に 注目 に 値する 。 Bae に は TT. Emst 氏 及 二名 
OWA, 叉 X-ray に は 下 . Laves 講師 , Wey OMY 22 & tS Trominsdorf 
氏 や 若手 の G. Schulze 氏 そ の 他 敷 名 ), みな Goldschmidt 元 授 の 指導 の 下 
に ある 。 

Gottingen CHW BA LIGASE ¢ ARB  ATEBO Mic 

6 TH. Schmidt 教授 が 主任 で ある 。 WER ELBH se (<< G. Angenheister 

RIZE 0 CHRIAMFGLO ME VASE Li, Gottingen jt \ DA RAFORD 
BI UT & OKBMT L UCHR TH Bo か の 有名 な ビス マル ク の 家 も 
ある 。 古く は 邦人 に し て , HABA CHER S 者 多 か め り し と 聞き し も 余 が 
洋 在 の 折 は 僅か に 三 名 て で あつ た 。 

HAFAA & OO Phingsten の 休み を 衛 し て 余 は Schweiz の Ziirich に 
遊び し 事 が ある , そ は Technische Hochschule を 訪 tC HBG MILA 


A 1784) At ti BO TR OK ig 236 


HCHO, VO P. Niggli 教授 に 面談 し 得 た 事 は 何より 幸 ひ で あつ た 。 
叉 同 教室 に 居 ら れ し E. Brandenberger §€(< [JHE OBLAH PAE & & 
CRAM BRT, Gk X-ray ECF (oT HAM Sericite の 研究 に 
没頭 し て 居 つ た 。 唯 だ 営 日 は 休み の た め J. Jakob HH C. Buri KRU 
R. Parker ICG ABLES 0 し は 遺 砲 の 極み で あつ た 。 

八 月 初 色 に は 高橋 純一 教授 が HY WS BRB 2) AAAS 立 寄 ら 
ru, A Lie > (CHR US ELA % 過 せ る 事 も あつ た 。 昨 年 の 秋 い ろ い ろ と 親 し 
く UTIL Goldschmidt 元 授 に 別れ を 告げ て 伯 林 へ 引き 上 げた も うう 三 
SAE OWN 4 5EO SMD UL OBCOKBM YO を 行 つ た 。 初 め に 思ひ 切 め 
pa F UT Tubingen (<3 0, Tiibingen 21 \= F. Machatschki #8 yift 
た , [Abed AR AL BM % 隈 な く RA UT Raut, MEE ょ sec O. 
Zedlitz 氏 な 研究 し て 居る 。 同 薇 室 は 小さ は けれ ども BABO AD-BOR 
D 7s SATA CAE (cH Ik U SE LTR Uk 

Stuttgart に て は Braunhduser Apex lit L& 不在 に し て 唯 だ 教室 の 
RABE CHEK KR KIB THE 美 は し き 町 と 呼ば る ゝ Heidel- 
berg (228 0 fal KML[c O. H. Exdmannsdérfer 教授 を 訪問 した, 同 教授 自ら 
kS RA 6h HAE り 合 ひ , は る ・ ゝ HR BACH, MAGE Hic K 
Gottfried [§+:88S. 叉 一 方 Goldschmidt Hic HS Clk EHR 
Victor Goldschmidt ep2yf#O~ H. Himmel PLoS LOE E UTCH 
Bee 3B 

Frankfurt am Main に て R. Nacken #2 (x38).s,, Marburg KBB (o/k O. 
Weigel he % Fe0A (<A. Schwantke 氏 や F. Ahlfeld 氏 居 られ, BS 
— & ahi L, 見 る か ら に 感じ よい 。Bonn KBlx Tit R. Brauns 教授 不在 ) 
K. Chudoba IG (MO CEH SILT Be ts, MIRA Feldspar の 研究 
中 の 由 。 叉 Dresden に て は Technische Hochschule. に E. Tréger Fe x EK 
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12, MRORA I 5 ORMEPAN Sh, ECOT rr 4 I BRRSHIKS 

Leipzig KB(I#S Tit K. H. Scheumann g#% E. Schiebold Foes 
ふた , 叉 Miinchen に て は Gossner PBIB SME fis, M Jena に 至 め 
て Jena ABIc Fr. Heide 教授 を 訪れ , PAUL TE LBCELS, G. 
L. Linck 4 Bod? & FE IS LC METRE ZARA 6 tet, I ES 
NS (SSE Goethe DHABI BU LAC LT Goethe ROWE Ro 
ADEE 2 RTE EE UTS So FORE Weimar に 生日 の 清 遊 試み 文 
BF, SEF —, AF ZOBPBRETML Ut 

Weimar よめ Halle に 出 で て Halle KB\= v. F. Wolff Ae He UK, 
同 教 授 は 笑顔 を 以 て 迎 へ られ , Clin EPID LOK, je EA 有名 な 
SKUMBOB-+C HAS Wolfl 教授 の 下 に は W. Kunitz 講師 居 0 め 同氏 の 
委 内 に 依り 隈 な く 贅 室 を 見 る を 得 た 。 同 氏 と 敷 叶 間 談 合せ し が , Hic fo 
ONE T AAO WD RENO (BSC BBX AIS 質問 し た , WAFERAOD EERE 28 
る 人 で あら Jo 

か くし て 長き が 如く , MS OMS 狗 選 溢 在 一 ヶ年 を 終 過 せる を 以 て 昨年 

TOA AK E OBO AO, 本 年 正月 二 日 英 園 サ デ ゲン プ ト ン 
xe LBM CAF TORIC T ABE SY O, BRO WE OA 
TAK AM SRA (LOS し は 一 月 十 日 で あつ た 。 

MER (= Tk Columbia ASB\= R. Colony 教授 を 訪れ , FGEORN CE 
0 CHKEPRELK, MEZA AEE LELOGILI UT, WMS 
it P. F. Kerr #G2 06 4, IMAP ROURAOMB t Bikes OTF 
後 ま た Colony BRD ARA IL HE PEL Teter 

Philadelphia に 於 て は Pennsylvania KB\x E. T. Wherry #b%2 GA 
WL KEDHH Fr. Ehrenfeld 教授 に MA UCHRS PANY 6 trtko 

Baltimore 市 に Johns Hopkin ASt+ iE; M. L. Huggins 氏 に wh sto 
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Washington 市 に て は Carnegie Institution of Gésphysical Laboratory 
に 同 所 長 .Day 博士 を 訪れ た , MME—A A ABLO RL H. S. Washington fg 
SHE UGHKS|SFARO 訪問 の 偵 値 も 邊 減 せ られ た 。 Day PR bit 
PRBS G2vt SIME KL O 余 程 老 年 に 成ら れ し MNS BALK, 第 を 通じ た る に 
喜ば れ て 和倉 は れ た , 余 は Washington fP4-O MK WALK Day 博士 も 
Washington 氏 の 去 つ た 今日 者 に は 見 る べき 定 験 室 な し と 語ら れ た , Lihat 
教授 健在 な ぁ か と 問 は れ た 叉 松島 の 船 遊 び は 筑 に 愉快 な り し 等 と 種々 談 じ 
られ た 。 [IWAN TAC BABS ROM AAS 2 BLS RAC SRT 
よく 見 る 事 を 得 た 。 

Washington よめ 紐 育 に 引 返 し 更に Boston に 至 0 て Massachusetts Institute 
of Technology に Buerger 教授 を 訪れ し が , OMIA ORB Oo し も , 
よく 案内 せら れ た る は 万 謝 に 堪え な い , 叉 Cambridge の Harvard Universiyt 
に E. S, Larsen 教授 を 訪れ た る に 同 教 授 は AGRE SE OD 長い 間 種 々 話さ 
URABES, HAE CARN Girt, 同 教 室 に は 有名 な る R. A. Daly & 
PUG GDS SRORBSME LR UK SIME T HOI. Boston よめ 更 ら に 
Chicago に 出 て Chicago 市 に て は ROMEO kO KBS BMS 6 Lik 
AV CH OM AT HO—_ Chicago よめ 一 路 Los Angeles (275 =A 
日 秩父 丸 に て Los Angeles HDL, 3878, 7 ve MET TA Aba 
4a, IsTEN BEC RE LK LS に 断つ て く が , 短 時 間 諸 数 授 に 有 遇 つて 
ROM SRBO AL, 充分 親 し む 機 連 無 か つ た た め , BIR BRN ORS IK 
つて 其 だ 面白 く な い 記 事 に 終っ た 事 を 深く 詫び て 置く 

CAR FI 4 = A+ Jt Bae) 
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抄 ae #b 57037) 
CYEYU CHIH EVS 地球) 23, 179~ 
2 190, 1935) (#48) 


BR tide 


3942, RAP SRAOBRI KE 
BEAR Re fie & PROT IC CED te SB 
度 の 電流 に て 陰 に 分 極 せ しむ る な ら ば , 
EAP ELE IC PAIR 3 PRR UE t te 
自身 は depolariser と し て 陰極 電位 が 鐵 - 
水素 合金 の それ に 達する 以前 に TEJA L, 
RE MOBI ER CHSLO“V, Hh 
FEED FBP ICP & BB aA Be 
VOWS CUE By a fir OS RE IS ee Ic Pk 
F 3 MICHIE AD OEE OES & 
の な り 。 MRA OTE iii Ss RE, 酸性 度 , HHS 
性 度 の 影響 , 及び 分 極 作 投 の 進路 及び 陰 
陽 規 分 極 作 良 の 最後 に 停止 せる 電位 と は 
RO 意味 の 基 備 電解 質 の 影響 を 測定 
L, RICE ICM = CHAR & BUNK 
Y 4 (Mem. Coll Sci. Kyoto I. Univ, B, 
10, 73~119, 1934) (#42) 
3943, ARAREBICHUOT 
THAR. 

1s BRR UR EH EAT, 22 Fl YS RA PE A (LS 


pr 11] 


EEE IC PES a Eh © Bee し 部 分 に 
BFE LEB A RAE ET BHIE 
ee A & 詳細 に RAL L その 品 
HSS FICS CROM ( Wt~*V_ 即ち 
Hei EMI NA SYMORARD Av 
Wi =k DSR BE Re UR D BEF IK FEO RTO 
PIC LUMAR AREL CHES HE 
だ 分 る くも ゃ の に し て こと の 分 離 作 用 は 二 回 


3944, HARM EME 


MAAFRUE AMRIT ttt 
Fale, 
CL) WAAR RGAE LD EL AR RE 


ATG, DARDEN © BRK IS EAR OBE 
BRK LC Mit 3 EAR I PE FRE 
に し て , RiGee 富む 部 分 を BAe Lv 
CH TF SLOR SA, Mat Uc Sit 
FEELERS KT LT SLMOM owe 
を 見 , We At K—Bite 0, SHER 
AOA ORE mol22 に て 示せ ば 
PREAR ARAL 11.276, SVR AT 6.572, HE 
YOR A 3.026, WHER 79.8% な り 。 
WEAR Ak ~ Doe y DER XK URS ST 
PICA Ais hi BEE EB AL HS 
部 分 に 多く 満 俺 光石 と 頁岩 と の 中 間 に 介 
在 す 。 頁岩 片 中 た に 産 す る 漠 禁 枯 格 石 は 一 
AIC HBA REME BOC IC 反 Ly MERE ZT IC 
接する も の , 双 は 他 の え wr vy be AIK 
KB LOKKMARBRRL ET © 
(2) Heiwiteae MGR T a Aa eT 
AG SORTS AE FP ORLA ORE 


| FED JPET ICY O CS B BRIAR A IC 
ACHE D Bll EV DB AVF IC BAPES ~ SHE | 


LC BEPRISBLMIE LS BRE tet 0S TR 
ALE PRB ETE R OSE hh O BITE Hens 
HEBEL LARK AiO BBS 
WIE EAD FRO = @ HARE a 1S DEVE IR OL 
は 塊 舌 を な URE ORE UL CHEFES 


ADEE AS PRA AA © te LA & & FE 0.05 
| mm 以下 た に LU CHBIBHKIK T ld SEL ERI 


色 を 時 LEWIS HEI UTZ EMER 
& RAS (o> 19 te 0, GH, 42 


ib 58.88) ip 
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82~90, 1935) 〔 待 場 〕 
3945, Debye BROMRSS BEES 
@ Meisel, K. 

BML VSO RIC KY Chite 3 BAR 
‘gid. & Moll-Registrier-Photometer, Type 
Bick 0 CHL, CHICA, 模 形 
AMER & AO CPS © BEAR Ba & SHAE し 或 
(x ATERME & FAO CHAR KGL & ear SS 
D % Bly し 或 は 下行 細 隙 を 通し て と れる 
PAB & Graukeilyc k Y CHB LCL 
% o's & LEW L, 最後 に 述べ た も ゃ の は 
photometer 曲線 に 其 だ 近似 する と と を 知 
iV, CZ. Krist., 90, 92~95, 1935) 
(高根 う 
3948, BRBReBTC 1 £Y 100 vie 
OUWBOKS SRETSTE 
Schdanow, H. S, 

著者 は 本 研究 に 於 て 一 定 の 條 件 の 下 に 
CHA I b © AAT EK OB RE し 得る 
CLEA L, ZEB HARI KEI LC 
X PO WTO ope V % Beat Wy 
定 し て 一 の HREKY, 2k YU SK 
は 如 熱 時 間 に ょ る 粒 の 成長 の 短 癌 を 決定 
2 o LALO MEE DF DD & PHAR 
551A ATIC SB ORL OBIS 
を 理論 的 に 求め た り 。 そ の 他 汗 験 的 に そ 
DEE ask "PIC H SWAB EE KE Sok 
を も 示せ り 。 CZ. Krist, 90, 82~91, 
1935) [高根 
3947, KNO2 及び LiNO2・ 了 E20 結晶 の 
軍 位 格子 及び 空間 群 に つき て 
Ziegler, GE 

著者 は KNO。 及び LiNO2:H。20 中 の 
NO2 HOR FIN Ebi 及び その 大 


| Mn)2-CAsO4)s の 結 唱 簡 造 


さ を 研 完 中 に し て , KNOg ic cit t OH 
HE Fa 9 = 4,40 A, by =4.92 A, Co=7.27 A 
B=114?50" に し て , 2 分子 を 含み その 空間 
Be CE kia Cs な り 。 簡単 な る 計算 の 
結果 は Cs の 方 適 営 な る る の の 如 し 。 

LiNO2・H20 (2 fe RE EAE & a BLABY 
格子 を 有 し その 大 さき さ は 、 

Aa,=3.31 A, by =14,10 A, co =6.36 & 
B=105° 

te Vo (Z. Krist, 90, 95, 1935) (pata 
3948, Berzeliite (Ca, Naj3 (Mg, 
Bubeck, 
W., Machatschki, F. 

ARS HEB IS 

Mg-Berzeliite (Ca, Na)3MgeCAsO4 43 

Mn-Berzeliite (Ca, Na) Mnyg(AsO4)3 
Ca-le-Garret CasFe, CSIO4)s 
TSR SU CHM ALE LEMUOR 
BEB LASO LEO fipit & SIO RED fee 
tL OFF WEL MEET SIL SRB VS 
XPM ZEAR UCCOE FAO BE 
格子 は ao = = 12.35 A (Ca-Fe-pyg gi icc 
は a5 =12.03 A うた に し て &(Ca, Na)g Mga 
CAsO4〕s を 含み その AMES On な る 
CLEMMU, CO MAHEICH COD 
座標 を 可 及 的 正確 に 決定 し て x=—15° 
y=19°, z=56° te 2 fh & tt, SHO 
IME EVES 
Garnet £ DA] Die th AR WERE ST S Ce 
ERE V CORRE IC Cit Ast5 は 
40 の な す 四 面体 の 中 心 た に あり て As-O 〇 pF 
it =1.68 A, O-O 距離 =2.80 及 2.67 A に 
し て , この 四面 体 は 猫 立 な り 。 Mg は 殆 ん 


ih Site S Berzeliite 2 
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ど '6O の な すす 人 入 面 体 の 中 心 に ちり, その 
Mg-0 =2.10 A, 0-0 =2.99 及 2.93 A ze 
Ca (Na) it O RFI KEE D => kU 
まれ , Ca(Na)=0=2.46 2 251A な り 。 
(Z. Krist., 90, 44~50, 1935) て 高根 〕 
3949, BEAORRBE Colby, M. Y., 
La Coste; L. J. B: 

ve Ai (BaCOs) の 天 結 品 が 合 し て 大 
な る 方 氏 を 形成 する も の ょ より 得 た る 時 
Gan 2 AO CIRO he AER U SEY 
Ha AE O MENTE ~ V0 ORTH 
格子 の 大 さ は , a0 = 5.28.4, b, = 8,83 A, 
c。 =6.39A に し て 4BaCOs を 含み , 空間 
REVE に 属す る と と を 知れ り 。 Ba 原子 は 
hkDoRY# omic h+k=odd な る る も 
Oicaee CRBRE CMS SINS Se 
と を 知れ り 。 こ と の 人 件 を 利用 LHOCOs 
REIC BAS る 従来 の 知識 を 利用 し て CC 及び 
O 座標 を 浜 定 を せり 。 そ の 結果 は 


| 
c Oe RB ICR Clit l— COs Feb 
の 0 fifo Balms 3.15 A, Ba opie 
敷 は 9 に し て 最短 の Ba-O pimeic 2.764 
な り リ 。 COREE Wyckoff ose 7 HE, 
Edwards の KNOs #i§34, Hic Colby J La 
Coste d A SouehEss ¢ RA AIC) ir Sc 
と を 知れ Yo Le Krist., 90) 1~7, 1939) 
[高根 
3950, MRaAOK BBS 


97 | 05 | 63 
eee GF 0° 0.8° 
AC 0 270 56 
40 0 320 56 
OR ae 245 56 


Woldbauer, L., McCann, D. C. 

Austria の Praegratt en jE MIKE A HE 
Ry Fr iCWe & CBRE ICES 3 CRED 
BLT & aN L, (SEAR te S 盛 開 を 認め 
PL CHAARENIICIE HHA SEL OLG 
AP SRY Ue, COMME VD 
軸 に 平行 に X BOK SPS し て Laue it 
を 撮れ る に 縦 方 品 系 完 面 像 の 習 笑 を 現 せ 
Yo COMRM hFI L Ye O ALF 
の 大 さば 25=16.30 A, by =5.60A, Co 
=10.21A な りき 』epidote の #8 & L 
Yb BhicABfric X MOR & 投影 し て 得 た 
る Laue Ff it HAL RO AEE aL, 

LORMNRBALV HES 軸 の 長 さ は ao 
=892A, b,=5.60 A, co=10.21 に し て , 
と の 時 位 格子 の 微小 な る 双 上 品 に より て 終 
方 結 品 を 生ずる 事 党 を 知れ り 。 更に とこ の 
Pas & BPA SS LIC Hat BICC ELT SB 
結 品 を 得 て 上 の 結論 の 正しき こと を 知れ 
Yo (Amer. Min. 20, 106~111, 1935) 
(高根 


BABRAMWA 


3951, ISR Raho 
N. L. 

"-FEIPRIIAA Ha o> HEI DMS 3 Gea De 
Bhp, tb FAA & UWE し た る も の 
hd CD, 4 ERELE BLS 
の 定 際 的 見 地 よ り 測 定 し た る も ゃ の な り 。 
HBL ot be HEROD & 
FRU 酸性 炊 融 物 に 二天 別 し , 基 各 に つ 
き 従 来 の 齋 献 を 揚げ た り 。 そ れ ら の 中 苦 
石田 者 に BURRS BOW, ABB ICE 


Bowen, 


| り で て 測定 きれ た BUR RET, TH 


# 60<40) yb 
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PAI LS Va AF TORR LS EE 
RRGWRUSHARICK SIERARU 
WE AIC 開 す る 資料 に し て . これ らち の 次 
料 よ り 基 性 姓 融 物 は 一 般 に その 痴 度 低く 
ZCM LIERA RUE fi OM & HRYE 
土 の PARAS (BYE eh & 事 明 か と な り , FE 
AR LEELA AERP ICS FS PGE IC HE eC 
Hee et S TEPER UPR PE MS A aE © AGE & 
ょ よく 一 致 せ り 。 (Trans, Amer, Geophy. 
Union, 15th Ann. Meet, 249~255, 1934) 
CHE ACT 
3952, =KAR MgO-FeO-SiO2 
Bowen, N. L., Schairer,-J. F. 

著者 等 は MgO-FeO SiO» Kick * BH 
RIPE eV MRP ERMBAt 
合 物 は 形成 ミ きれ ず し て 三 組 の 周 深 体 に ょ 
り そ の 大 部 を 占め あら る 。 即ち 酸化 物 類 
MgO-FeO, fit Ri Mg2SiO4-Fe2SiO』, 
BE GIA MgSiOg-FeSiOg な り 。 WOR 
上 品 の 分 野 は クリ スト ベル 大 及び 鱗 石 英 の 
Wl & EEPRO FEF t HICH PHB OBYRA AT 
を 占 む 。 BRK bE* SEO PAS EK 
RIC UCHARORAM Ot OM 
(CRAB (> &O 結果 低 き 液 相 面 温 度 は 
線 べ て 三角 珍 の FeO-SiO。 側 に あり 。 酸 
AHL Roozeboom » 4%—M ic Lt hit 
棋 石 類 も 同型 な る が , MgeSiOg に 於 て 
1490° mikes & A し FesgSi04』 に 於 て 12059 
な り 。 輝石 藩 は 更に 複雑 と な り 藩 士 側 で 
BBE TO 分 離 に よる 不 共 軒 燈 融 起 り , 叉 
他 端 に て 斑 酸 の 分 離 に ょ る 不 其 転 燈 融 起 
りこ と の RO MRL BH UC MAMA 
Brit 800°C cE RT. WIE. 
下 に て は MES BRO SERA 


WU, % 2 ERM BA Ria Ic BEL 
PBlL OOS te LPARAM B 
Ds BIC CRAG ih RAS IS CH 
Ete Y 9 WE MIS BL MgO の も の で 1140? 
に UCHR IC Hi Ded IC 955% VS LATE 
BOE BEM, & 1 0 HE PEA © HER 
BONS VS Fy AKG Hh D PL AEE (< BAIA LC 
味 あ る も の な り 。 WLAN ARE 
LOe CHE DHE VS HRA fi 


| tS RDM SEO sr BE © A O 


洪 熱 を 計算 する を 得 べ くそ の HSE 
HA A 2 OE Oe LR FIO 
き 14000 cal HHI 1 RICO xK 100 cal 
Ru 69 cal %2 SLA 650 BAHROUW 
定 に 基く REEL BY MEA OME 
Ck SRROMLIC OR CHFOR SI 

Wt SIEGE Vo 直人 等 二 つ の 係数 よ 
Y 2+ HE TO BRI IC & SRB OBE を 
Hx Lic 1000 SMR IC > 47° te Bh 
LEE V, MEH OU WMEE tL 
FNM (SAIC kV CH VS (Am, Jour. 

Sci., 29. 151~217, 1935) 【〔 待 場 〕 

3953, 1EBRAOREISHTS clino- 
enstatite-clinohypersthene-diop= 
side-hedenbergite AOXBHEOWB 
{E> Tomita, et: 

本 研究 に 使用 せる 資料 は clinoenstatite 
diopside, clinohypersthene-hedenbergite 
系 の ATH UO BHAA VR Be HE AG - 
R,O3-poor Hii Hi Ay, pigeonite, slagi|s の 
BIC HD S AT pigeonitets ) 5 HiAD IR 
分 は 主要 成分 CaSiOg, MgSiO3, FeSiOg 
OBR IO CT 表 は し , RADE YO Wir 
上 010 Tif_E @ #936 $4 1s BEA A Ec KEL 
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CHlme 9, ReOg 2.5, TiO 1 mol % 
DEGAS SHAS ATA & BAS る は 
困難 な り と 述べ た り 。 (J. Shanghai Sci, 
Tnst., 1, 41~58, 1934) (yap EF) 
3954, FARBROFTILAD FRABRU 
EDS RACE RAY Tomita, T. 
RGD TLAY b AY Als HA Oe 
BC URS te LA 3 aA ic BER 
と し じ て 産 す 。 化 第 分 析 の 結果 Ti02 7% 
を 示せ り 。 比重 3.261C20°C), RPA «= 
1.687, B=1.705, y=1.718, (—)2V =80° 
c/\z=4.40 U0, Belted Ltr 
~Y b IA 4 © ORAL A, B-SS ARE 


4, aluminous-diopside augite, augite A, 


augite B, spinel, #077 (Fayi2). 2A 


長石 (Abss~Absjs~Abs2) を 含有 し , FE 
は BAS £7 
pigeonite, labradorite (Ab4,)K-andesine- 


(Fayjo.5—Fay 45), titaniferous 


磁 鐵 確 analcite, phillipsite allophone ょ 
Yr, FLAY bAHAAEAMRE 
WiKr IS & NO wert & BEY, 内 部 
BRED KALIL Ti-pigeonite, rhoenite, 
PRHE A, BESRDE, andesine Buvyewtic し 
Cs 前 二 者 は 規則 的 共生 を 示せ り 。opa- 
citization 成 生物 は cossyrite-rhaenite 系 の 
FA Ais BEN, MLE A KU Ted, BB 
Hild 7 AY bAAAAMS DF HAE 
の 結果 に し て , BIL TAY b BAA 
ICA し き 物質 変換 の 行 は れ ざ り し 結 
FAICSE VQ CJ. Shanghai Sci, Inst., 1, 
99~136, 1934) [河野 〕 
3955, イン ド Hazaribagh 地方 の 岩石 
Chatterjee, S.C. 

Hazaribagh j{ Parasnath Hills 地方 に 


BET SAAARRA TNE MIBK 
Wika £ rH 2 ich & OAH SAN 
AMAZE % Lo 著者 は 野外 の 調査 と 題 徴 
Ba A LV, aC BEE す 

る 岩石 を 石英 及び 長石 に 富む AW, i 
植 石 - 片 旗 岩 及び 石英 - 尊 石 - 柄 税 石 - 岩 の き 
RICK AS V6 

CASO PARTAKE K V BME S 
LORS BROS L, ROI We 
春物 成分 , 構造 及び その MF OBE 著 し 
SHELELV AMSG £ VER eSZLO 
FEF し て , 不純 物 を 多量 に 含む 不 均 質 
な る 成分 を AY LH, ERA ORM 
Bk VERE S WOR SAL THE Vo 
(Ouart, J. Geol. Mining Met. Soc. India, 
6, 5~18, 1934) CHAS) 

3956, Virginia NOAA RRA 
岩 A. I-Jones, 

Blue Ridge-Catoctin m7#i7#F Alia Virgi- 
nia 州 に 300 HE Oe Ss BHD, その 大 部 分 
(SL SEA AE fad PUR OF BS AA BD 
ARAL E VRS. MTA OG A 
き 岩 石 は Lynchburg Fry AIC L CLICK 
XAZhh a ASE HAa.S Vo CO 
AWB VE ALC Lynchburg fy itz k 0 AC 
MBA TM ey 7 = A> SERA Ein 
4H, Marshall 花岡 岩 』 Air point 花 油 岩 
な り 。 MEM ea lt DAE SIC aE 
れ , 一 般 に Heals RD 中 粒 乃 至 粗 粒 
OPMRAIC LC, 中 性 長石 , UBB Ay 38 
MEERA, VEER TT, A EAE OTR AT 
eet, WAR LEO CREBRA ORIN 
CRAREK を 含む Unakite あり 。 着 
者 は Unakite (ARE OD BKM ic kV 


抄 62C42) 抄 
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CHER DEY LBS-o eke bist 
Myrmekite 7% us “ Chess-board”’ PEG] & 
作る べき BSEOWM, AHS HRS BH 
BRERA OF INNO KER Ee IC 
FASB ZF SREB MO Hin 
を 示す 。 佑 ほ 著 者 は 此 岩 石 の 年 代 を 決定 
8b Ay ee (CSR TT AE Bid ea IC ESE 

IT SY 24 bP ORME OD Are 
SA Y Aix Middle Pre-cambrian な り 
& yee VY , (Bull, Geol. Soc. Amer, 46, 
1935) GRU) 

3957, 三 三 火 成 岩 の 定量 抽 資 料 
ger, KE. 


Tro- 


れれ ざる ie RR Weisel- 
bergit, Sanukit, Ornéit, Bojit, Corsit, La- 
karpit, Alndit, Olivinmelilithit な る 10 
個 の も の に つき HELD を 行 ひ , BRE 
物 成 分 を 決定 し, BEAT O 系 統 的 位置 

を 論議 そり 。 

1. Greisen 本 名 稀 を 中 へ た る Zinnwaid 
EEO 原 物質 の EDO 結果 , C. 1. Pz 
W. 27K CA) I. 3-13 249,40 
EE HEDE o> «vol, %lt FW 58, Li-K 
2 31 EA Y, # A, Nakrit, BAI 
し て , 上 比重 は 2-82 BE 7 VG 

2・Carbonatberesit 1 {kh 847 Aff a> ¥E 
Tl. 4(4)1-(3)4 ic し て , REDE vol % は 
BESAT 44, 石英 24, APSE REIT, eR Ys 
14, 副 成 分 1 比重 2.76 SBE VG 

3- Weiselbergit の 新 化 持 分 析 の 結果 114 
2.(3).4(5 う た し て こと これ ょ より “Potentiellen” 
の 太 物 成分 を 算出 すれ ば wt % た に て 終 長 
Ai (Ane5 う 54 五 英 20,7} 506 Hi 77+ Bronzit, 


16, E211 6 Bit, BERT 4 4 に U CRE 
vol. %(t She (Ang;tAngs) 12, VRE 
Ai tBronzit 11, FILS A (Ana) 9, HRA 
BER i 2, $5 APRS 660 HOC ARE 
(Ayesh BAK を 有する Augit Dacitpech- 
sieinporphyre と 定義 すべ きも の な り リ ょ と 流 
Wie US 

4. Sanukit Wahlmanh に 佐 る 新 分 析 
(1934) の 結果 C.I.P. W の 分 類 に て 
CDII47. 3%4 Lic CHR LBS 
Pot. wt 4 (i PE ACAngs) 49, Sanidin 


(Orig) 20, 772" 16, Bronzit, MESH HE 71, WE 


| ASV HEME vol. % は Bronzit 8 


Bi fi 2) 士 斜 長石 (Anso), 無 色 下 90 に し 
て , 北 重 3257 な り 。 赦 に 本 岩 は Bronzit- 
Hyalorhy<dacit 2 fk>~&trY Lite 
Yo (Min, Petr. Mitt, 46, 153~164, 
1934 う < 河野 

3958, 二 三 火成岩 の 定量 的 資料 ( 績 ) 
Troger, E. 

5. Ornoit is (E ATK VY “IL 52(3), 
(42 う 5 に 属し , 比重 は 279, FE FEE) vol.26 
(LRA (Ang) 80, APN Zi 12, + eH 
Mikrokline 5, 4.22}, (E71, BEDX f7, Tita- 
ninit, Prehnit 3 な り 。 KIC At HE 
Aa tT SS VLMREVYS 

6. Bojit ae 4bStaAF eV WL 5.4. 4 に 
Wj し , 比重 3.13 に LC RHE fay Vol. 
PNT EEA 40, #8 44 Fi 37, Diallag 
16, BEES, Bit, BRA 4, 土石 英 に し 
て , Aah ee A A RE IC し 
Cs IEMA Bett & LA te RIP 60%) を 多 
MICAS SMCRCRENY 6 

7. Corsit (i445 ai k Y “IL 5.(45, 
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(4)5 に し て 比重 2-81, HH vol. Zit AE 
Ai C(Abys, Ang, Ore), fi PY Fi 21, Se AE HT 
Ai 2, FIR, BRT ERAT 2 te 0 5 tk 
に Corsit と は Anorthitgabbro 4b 84 4> 
RAS 5 ERE MIN 7i-Eukrit 2 定義 すべ 
ZTEVLUMREYS 

8. Lakarpit 4,3 7)47 & y TICIIT)-: 5(6) 
1. 4 に し て 比重 2-82, $4 vol. 214 
Mikrokline 33% 土 Na- 正 長石 , #4 7126, 
土 Aegirin, 7 (An;) 17, 78% 15, Mn 
Pectolith 6,4 + 7 » QRGK, BEIRA Te Uo 区 
に Lakarpit 227i DRS HET 
Mikrokline-33 7j-[W EA fe Uo 

9. Alndit 4LB44>#F & Y IV. 2. 4 (5). 
3-2 Hoes 303 IC し て , HE vol. % yt Meli- 


lith 33, ASEH 30, HEHE 17, BAT OO, | 
= | 
Pati + bitty 5, rete, WER 71, Pero- | 


wskit, Nosean, 677, Fr 2 VIO VU, 

10: Olivinmelilithit 44.84 447 & y IV. 
2 4, 2. WU Dic UTIL 3-10, RF Vol 
% x Melilith 44, sees 7 23, 普通 輝石 19, 
+28 Fi, Glasbasis 6,9 77," ft, Perowskit- 
BEI A» J fei, Chromit 4 に し て 本 岩 は 
stud 前 Olivinmelilithit な り と 述べ た り 。 
(Min, Petr, Mitt,, 46, 166~173, 1934) 
[河野 〕 

3959, スコ ツ ッ ト ラン ド の 三 岩 石 型 の 比較 
Elder, S. 

え ュ コッ トラ ンド に 於 ける 沈 盆 紀 Old 
Red Sandstone) A presi RvU = 40 te o = 
HEFL D Bey & 比較 すべ し , 多く の AEB 
分 析 結 果 を SiO2 と Base a jet flac C 
Mt Vo 極め て MMEt SIC 開 ら ず , 三 
岩 此 型 は 各 特 有 な る 傾向 を 示せ り 。 即ち 


泥 委 及び 第 三 紀 の 岩 此 は 石炭 紀 の ゃ の に 
tk し Calc-alkalic の 性 質 を 示せ り o tt LYE 
AL © HEL Mg に 富み , FH SA AS 
に 富める 傾向 ある を 知れ り 。(Geol.Mag,, 
72, 80~85, 1935) [河野 〕 
3960, New Brunswick 別 南 東部 の 
spilite 質 岩 Flaherty, Gaby 

spilite 質 の 火 成 砕 片 岩 を 伴 へ る spilite 
te Pi Be UF keratophyr 燈 岩 流 は 南東 New 
Brunswick の Caledonia ridge 中 に 出 ず 。 
spilite Wegyit aL LCWRARSAY 
SGN PEA Wik green stone 7 V o la fF 
HERA bMS LFA VY 9 spilite の 初期 
長石 は Anisnso te SRPEN At H 
Keil “RV OLOI UT, AHO 
RUT RIC MAP bHESLO“RV, CO 
MEISE eb LUC Na に 富める 
残 兆 燈 液 の た め な り 。 spilite は 初め a 
Na に 富み 正規 玄武 岩 と 異な れ り 。 本 
spilite は 岩石 由 的 に 叉 同 件 岩 型 に た 於 て 他 
の spilite の occurence に 類似 せり 。 
(J. Geol., 42, 785~808, 1934) [河野 〕 
3961, Dorback mim OARR UES 
現象 Walker, F, Davidson, C. F. 

AS D PR We (BBE. 中 性 . He pai 
の complex を 形成 し , AASV ICH LE 
Mb oN し , LOUIS EE, 片岩 , BNR 
BE OMEN LY 石灰 岩 の 長 さ Lome 
(cS#+ Z xenolith $4,F LAKH SLO 
な り 。 火成岩 は 花 議 岩 で adamellite RH 
粒 質 モン ど = 岩 , 微粒 質 モ ン ゾ = 岩 , HE 
性 普通 新 石 モン ゾ = 岩 筆 より な り , BA 
Bt UCB AK a ta ARO 
EEE OMS VD OU MAE a SE 
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性 ょ り 酸 性 の 順序 な る が 如 Lo 火成岩 の 
APCS xenolith に 依る contamination を 
RED S hed» HEAGIN k VR O AIR A 
BEAK AR > BEAR AR ev 7 = 7, BEAR 
EY 20ReS Nikka 4 fH & Mic He 
PHIM LEV, ZOMG RAR BS BA 
部 に 近づく に 従 ひ CaO, KQO, SiO od hn 
し , Al2O3 減少 そり 。 鉄 る に 石灰 岩 は 
FeO<Fe203), MgO 増加 する と 同時 に 
Al20s, CaO の 減少 を 示せ そり 。 WE ORE 
化 は 岩 具 と 水 成 岩 xenolith と の 間 の 変 互 
SHE CULAR し 得 ち れず 、 例 へ ば 
Al20s (LHL BUD VD TRA 
FETED IRIS ATE dO ATED Hag AIEEE 
の 起り し を 老 へ ざる さか ら ず 。 Geol, 
Mag., 72, 49~62, 1935) Cjaf#*) 

3962, Auvergne, Mont Dore Obk 
‘8AM Shand, S. J. 

Mont Dore の 粗 面 娠 は 古 《 Lasaulx に 
4K Y Bt bir, その後 Fouque, Lévy, 
Laéroix, Dickson 及び Holland “|< y 
Auvergne の 他 の 粗 面 岩 と 共に 注目 そら れ 
EV, MEN LESH SMASH & 
る 例 に LCAABKKEBRKS SLOT 
り 。 本 岩 の 組 成 看 物量 を 鏡 下 に て 測定 せ 
る に 


| se om | ai 基 
| 遂 He Ay 2:8 20 

| Bi RE A | cance 

| EX Oe ieee 9 
PRT, BE | 05 | 07 
| 長 A\ 16 49 


& fe, RAD Hee kV norm Hey LE L | 


て or 24,46, ab 32.49, an 6,95, ne 6.35- 
di 18,80, al 2.23, mag 4,18, ilm 4,41, 
ap 0.34 を 得 た り 。 norm 及び mode PR 
BH LBS HD CREE Vo 
Johansen 及び Niggli ope py aR 
て は salic 分 子 が mode DIERA LAE 
五 に 如何 に 分布 そる か は REM IC UT, HE 
CCMMAtS >, HRW toe 
JE し 得 ず 。 叉 Niggli OBA aire S 
“magma type” に て も 本 岩 が Nosykom- 
bitic 型 , Monzonitic #1, Essexitic 型 の 中 
何れ の 型 に 最も 近似 せる か は 決定 困難 な 
Yo 然るに た に エ acroix 叉 は 著者 (Shand) の 
分 類 法 に 依 れ ば 是 等 の 困難 な く , Lacroix 
に 依 れ ば mesocratic, calcomagnesian 
soda trachyte, (symbol II, 5, 2, 4) に し 
て , 著者 に 依 i れ ば mesotype, sabaluminous 
albite sub-trachyte (IV), 3, 2, 4 lz 
Vs B4 te S BIC YS V _ (Geol, Mag,, 72, 
86~89, 1935) Cpe) 
3963, 1933 年 の 火山 活動 Zies, E.G. 
1 月 テリ ー の Llaima Pe PEOAKILE & 
始め と し , 2 月 ウェ ス 〆 イ テス 火山 , 5 月 
メキ シコ ュ の San Martin el], 1-6 月 に 
責 る ジヤバ クラ カタ ツウ 島 中 の 新 火 日 丘 
Anak Krakatau の 活動 及び 新 火 口 丘 の 了 医 
起 ( 海 画 89 米 ) 7 月 及び 11 月 中 央 アメ 
リカ の Isalco Ki, 10 月 = カズ ダ デ の 
Momotombo 火山, 12 月 ヘッ アイ の Mauna 
Loa KW ROGER KP OA CO 
ARM EOWUKEIL L HTT F< ラ 
の Santa Maria KW RUT ee =y WE 
Mt, Pelee 火山 の 本 年 中 に 於 け SEMI 
況 を 報 ぜ り 。 CTrans, Amer. Geophy. 
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Union, 15th Ann, Meet., 246~248, 
1934) CHEASD 
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3964, 含水 銀 動 銅 太 (Schwatzite) の 
FEMMICREC Warren, H. V., Lord,C.S. 
British Columbia J 97 OMB RE Ech 
REA KALO SS HLRBEA DEK IC LC, HBL 
BLO WANG LBETE LC, と の BISABRIK 
KEESHIS.LORVS BALK 
GAS NS CHT aid, BST, TEER, 黄 
SITE, PESITN, HUST, BESO, TLFEA, 重 
Matt RRS LY MV, SM Mlis Bcd 
AF 5 © OMI S DH LK SICKRE 
6,176 含有 も せり 。 KEES BMOR 
め あめ に 正確 な る 化 加 式 を 決定 LEER ECO 
MSAR ILA b ¢ 3 (CuAg)2S. (Hg. Zn) 
S. (As. Sb)aSs wz SKic ct RLIS~ 
x % Dt S~ LL, (Econ, Geol., 30, 
67~71, 1935) Cpe 
3965, Mayville SROKA Hawley, 
Jo. Beavan;?A, FP. 
= D2aA IS YEA Wisconsin の Mayville 
oolitic iron ore CHETCZ OKA LT SO 
HD ICRF Fe 1S BR SE AIS FOR Sh 
より 研究 を MED し も ゃ の に LT, ERO 研 
次 を 更に 深く 道 宛 せ る も の な り 。 HOS 
OBI WY WIC BRET & (EU EER AY 
に 研究 し , 叉 一 方 XE を 合せ て 鐵 
TELKERT 2 McCOMeE 決定 し , 更に 
AL EBA A GEO CT, composition DERE D 
Wik & BN, 最後 に その genesis を 論 ぜ む 
ょ する も の に し て , 従 來 こ の 種 の oolitic 
iron ore の 成因 と 才 ・ ら れ しゃ の に は , 


C1.) ferrous iron &£ Athi * OM ae 
まり て oolite を 形成 し, 基 後 酸化 せ られ 
て 赤 鐵 列 又 は 含水 酸化 鐵 を 形成 す 。 (3) 
始め に 鐵 を 含有 せ ざ る oolitic sediment 
BTL, RRM を 含む WIC kV CH 
代 せ られ た る も の 。 (3) 最初 より ferric 
hydroxide と し て 鐵 を 沈 淫 し た る も の 等 
の 3 つの 場合 が 考 へ られ , 著者 は 詳細 
な る 研究 の 結果, この Mayville oolitic 
iron ore は 恐らく b3L8 つの 場合 の うち 
最後 の 場合 に 該 営 する も の な る さ べし と 双 
3.5 (Am, Min., 19, 493~514, 1934) 
Cra BF) 
3966, Ontario] (<#(tS TIRE Ke- 
weenawa Pitts & OM% 
BLS: 

Ontario Py~aXy +r PHM ICBG S 
RURAL, MRO kk & 密接 な る 開 係 
BRAS SLOO Ms d, HCO AUC BA 
LULEIERZORMRS 0 CHESTS 
著者 は その た め , その 本 源 を RET SE 
要 な る 目的 に て , と の 剛 線 岩 自 身 に つき 
Pye Ws HOSEA ME IC a ERA CHAE Yo 
基 結 果 , 多量 の 銀 を ZUTMKL MTA 
岩 の sill Zit sheet の 存在 する 部 園 に あ 
UC Re < WROD MEH ICR Clk Ber ic 
HED SBA LIL. RAOMAE し て は 
母 岩 を 変 代 し , BRAS 火成岩 体 に 開 係 を 
有 須 する こと こと な ど よ すり 明か に hydrothermal 
origin OLOIC LC NAP CLM 
BATFScLROL UV, RRO RRA 
4 2 RIC BS SL ORV, HL 
Cz WAR bar LSTFIC BA LUCIE 
[eG sill の differentiation に よる も の か 


Moore, 
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Kis RAKE sl1 に は 開 係 な て し て 更に 
深 記 に ある parent magma より 直接 運ば 
れ し も ゃ の か と この 二 っ の 場合 が 考 へ られ , 
AILS OBICBY し て 種々 の 研究 より ); 
sill H/C SF ZB differentiation (L = OER 
を 形成 する に は 不 充 分 に UT, 確 液 は 直 
PDAS & HE kD RRR (a Sill の 収縮 に 
iY CA UK SIGS SEL CORA EI 
KLIS OAV L Z3.4 (Econ. Geol, 
28, 725~756, 1934) Cp EF) 
3967, ASLW=y45-LHRER ICRET 
AVA HARES 

BARE BOB IAF SLE SL AY Fe 77H, RL 
肉 地 内 に あり て , 富津 町 の 南 々 西 12 km, 
PAGE Wl & Dh WEP aL oy Ro DEAL a 
SFHJINIC ie 3 Bo Hy & to 

PAFSEE 2 HW I ZAC SRL TE Ly a A TR 
EMAL LZ HSC whe 2 ey 
A ARB RREBOR Eo 深成岩 類 と 更に 
CH OBIE UC AMHEMEM SS Eyipte es 
MBE RES AEF VRS 5 

BRAS (MERC © Be 3 Dey ase I 
HIPEIC HERE L-CHE Rt Bik Z 山側 段丘 
が 更に 風化 し て HAMEL, to FAC US 
SALE & SRW te 3 BBIEBRDK IC I 
Fo RBA PARE RCE Ht Ic tS bo 
コッ ケル を 含有 すれ どく も, WROD jee 
LEN~ BS s BB AD Ie BeBe Cg = 
27 OR BRD CBE Vg Kea y 
7 MAL RERCES © Ii 7 B AED o Jag 
AL AVRIL tb & = 9 4 ru gety & te 
WY Ls i a8 SERCH Efe 2 Sk IC ape 
れ , RE AE = > me 三次 的 に 形 


成 じ た る も ゃ の と HABH, = ッ ケ ん ル の 初 


ADRAC BC ADSL De BORK te YL 
LDLEAbS, (AAMASH, 51, 


| 1389~142, 110) Crp mye 


3968, PIER ISHS SBvk ey 
fener, C, N, 

ACSCL 1929-1930 AP IC HER YT BLE 
38 fp ic Cc Yellowstone Park  ® FABRE 
に 等 て る 2 ヶ の drillehole に つき Cada 
OMAINES HM LAS LOI LT, ¥ 
者 は drill-core p 5% 3 7;MAR yw 
HEAT 2 ORK B > O RUBE EO Bre 
Sh ~ OAH ORAM & IERIE Le 
OM EBRE AM LEVS BS BoB 
作用 は 主 た SiOg BUT rH) OIC 
いて 行 は れ , SiOe は 石英 と UCP LAL 
理 酸 負 圭 中 に 於 て は ゥ ッ ー ダ は カリ に 依っ 
THR bBo HET HBR EO At 
に つれ SiO。 及び K。0 DEK LZ 
KR UNO ORF Se VS LT 
WR LCM MS る 水 は 比 較 的 多量 の 
SiO。 及 び ン ッ ンー ダ に 富み , カリ を 殆ど 鉄 《 
事 ょ り , 地 下 ROFL LAD る 鷹 水 は 元 
素 SiO2 RUD IMME SH LRZ LO 
に し て , それ が 岩石 中 を 上 昇 す る に つも 
SiO2 の 一 部 を YUL, Hb) @ eae 分 
LY -~HE BRE SYLOLB~A BSB, 
(Trans. Amer, Geophy. Union, 15th Ann, 
Meet. 240~243, 1934) CHAS) 


SHR BS 


3969, Athabaska ips Ball, M, w. 

ATO BITES RICH 2 iho 
HEAR SPL し て , Athabaska yh 
砂層 を 媒 げ ら る 可 き も の な り 。 営 油田 は 
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Lacre に 就き 100.000 ベー レル の 石油 を 
BAS SUAS BPG IC 分 布 し , そ 
OPEL IC BAS — UY ICES 
る も の な すり 。 COW ICM > Chee 3 
結果 て イ う 油 砂層 は 殆 と 水平 に て 石油 の 移 
動 を 起す 可 き 傾斜 を 有 せ ず ,(=) Bypic 
ょ る 石油 の 移動 及び metamorphic に よ ょ る 
移動 も 推定 LET, Co) この 油 砂層 に 移 
BT Te Wow EET, C=) X 
FRG SMB BL roe SILA le 
が 存在 せ ざ る 事 等 を 明 に を せり リ 。 即ち 以上 
ORBK VY & BW HOUMA Eb O Ayia 
他 よ ょ より 移動 そる も の に あら ず し て 営 地域 
に 於 て 生成 を られ た る も ゃ の と 信 ず 。 CB. 
Am, A, Petrl. Geol., 19, 153 —171, 1935) 
. CAA 
3970, RGB Hoots, H. W. etc 
California の Playa del Rey jh Hib 
の back nedular 海 成 油 母 頁岩 は 100~ 
150" の 厚 ミ を な し , 中 新 期 基 族 の 油層 を 
ied Hs O LEICES SR ORV, GL 
CHB L RAE & te TP ae a RHE 
#0 L deere b By Franciocan 片岩 な り 。 
See (x x o> black nodular 油 母 頁岩 を 
BAGUSR WII LE EEADIC ISEB, COW 
岩 は 多量 の 有機 物 を 含有 し , HO 比較 的 
多量 の 硫黄 を 含有 する も の な り リ り リ 。 HUT 
nodular shale 4p 4p URES 2 HEALS = 
油層 と の 分 布 は 一 致す る も ゃ の な り 。 其他 
の 地質 的 , 及び 化 崇 的 諸事 損 より この 地 
方 の 石油 の 根源 は black nodular jy iki 
岩 に ょ る も の と 推定 を られ , HEF OE 
岩層 に 下方 に 向っ つて 右 油 が 移動 し た る も 
の な り 。(B. Am, A. Petrl, Geol., 19, 


172~205, 1935) CAA) 
3971, Hilbig HAO IGSOKHSE 
Smiser, J, S., Wintermann, D. 

常 油田 は Texas 州 の Bastrop の 南西 9 
WE D EIS HV 9 一 下方 唱 の 面積 を 有する 
小 油田 な り 。 こ の 酒田 の 油槽 は Austin 
chalk 選 中 の 多孔 質 の 火山 岩 に し て ,Austin 
層 の 大 部 分 は 火山 岩 の 下 部 に 位 す る る も ;, 
BP WARLORD BEM BIC HE CE 
KU e RAL, ドー ぇ の RRS A 
ALUR SL HEA SSX Taylor ja z jc 
接する も ゃ の な り 。 MUTE OA BOR 
GREE IC KUL IRAR ES Ic ko ChE 
at BS BR SALE OD HER A, IRI . 
BRA LUE SLOHV, COME 
は Taylor 層 と の PARAL IC HS C fi] SA 
の 形跡 が な く , そ の 形 舌 より , Austin ye 
期 の 海 語 火 山 噴出 物 と 推定 せら る ゝ くも の 
tr), CB. Am, A, Petrl. Geol, 19, 206~ 
220, 19381) CAA 
3972, Ba RORBMO KRKROD 
折 法 Hoots, H. W, ete, 

と の 方 法 は Liebig PLL SDKRLS 
も の に て , 湊 青 岩 の 燃焼 中 に 生ずる 酸化 
SSH & tC S AIA EE Ic 
Copper gauge & 使用 L, bis, ヘ ハ ョ ゲン 
IL PRT SRBC 7 v RHE IA 
る も ゃ の な り リ 。 MBE WICBAT SRRz 
sulphuric chromic acid J% (S48 4h 7 JR & iL 
CU CHIFT SL 020, MPAA Ot 
合 水 は 直 科 20mm, 長 さ 15)mm の 小さ 
xUb bP CERAM SI CO SM 
Lo HABE VAS S Mis 212° に 熱し 
Fo BUNSEN D fey S PH SL し て 水分 
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DAD BRL te L, BE Dw vy WIC 
Wy Wee LO CHET i し て 前 方 法 に ょ り 
て 得 た る 水分 量 よ ょ り 後 者 の 量 を 減 ず ば 源 
青物 の 水素 が 得 ら る 。(B. Am. A. Petrl 
Geol., 19, 293~295, 1935) CAA 
3973, SAO Rettger, R. E. 

tk BH Ofte ic BAS S BRIS 45! 1’ 
Wo MRey 7 & HPAL BROW 
CER (ORe V5 I UT differential 
movement 及び differential loadingyc k 3 
tha 2 & BER LRO UN & HiME FEE Vo BD 
C4 RAH IC BA GAS 3 clevage 及び gneiss 
SL BS SOM SIR AEF OFTHE BER 
. め られ ず ( ァ =) 偏 珍 は 2 DO Shale X Se 
間 の 一 層 の 多く の 場所 に て 行 は る, て へ ) 
#4 ah (2 [AEE @ erosion xf (fsliding |< fk] る 
tA ii] BAT L, ILO —fikic small sizeo 4 o 
a ( , Hugs & BEB Pete Ly C->) FAR AE 
xi 2 RAR ARABS Ae IK ET 0, C=) 多 
《 く の 所 に 層 の 移動 が 行 は れ , ORR, & 
PLS FES, Cas) EPS WIM te SBIR EA 
せ ざ る る も , 引 曲げ られ て 居る 特性 を 有 し , 
HO RaHIC TES. (B. Am, A. Petrl Geol. 
19, 271~292, 1935) CAA) 


3974, Tllinois RRPODTIFIA b 
Ball, C, G. 

KEY 74 AEP AA bi 
ZRRUO 主 な る も の は HHT TER 
KEE RAR IC LC, 著者 は と の 圭 
PED OTR CE IRAR, HB EL, 1h OE 
TEAR TE A OX 線 的 研究 等 を 行 ひ て 
ZBAAVFA PeSrLLEMNV, HH 


ち そ の JRA HES OH RU 腹水 作用 の 
$F PIL ROZFOM Lo 


eb aisk 


| 1-560} 1-565) 0-005 
| 1561] 1-565) 0.004 
y fo) Ast KAS 
温度 や | t%) 
110 0-26 
200 0-55 
300 1-21 
400 1-59 
500 7-91 
600 14-47 
700 15-12 
1-000 15-40 

1 2 3 


SiO, | 43.80 | 43.78 | 45:56 
Al,Og | 39:36 | 40-06 | 37-65 
FesO3 |! 0-82 | 004 | 1:35 


MgO 0-16 | 0-16 0-07 
CaO i; 1-17 | 0:36 0-10 
ig. los | 15-40 15-10 14-42 

100-71 | 100-10 | 100-63 
SiOs : 


Al,O3 188 : 100 185 : 100) 202 : 100 


(Econ, Geol, 29, 767~776, 1934) 


| CaF 


3975. FPREAZAN PEAR C 
INES CARR 

ARRAS (FE i] GRE Be AR = A ET IC BY 
て , HAR 500m 肉 外 の 丘陵 地 に あり , PE 
の 地質 は 弧 て HSA KV 成り , 粒 
KRU, 石英 粗 面 岩 , 石英 安山岩 , BA 
RU BRRRGK Vie S. TRB OE 
し きゃ の は PL BIARIC LC, Ato 封 
ArtLs C WYER iE DHE SBA UG 
BRAT (LW AIS UC, その 他 に 石英 , FB 


leit, 


#8 251 pb 


鉄 紗 69(49) 


BEL AA, ASIC (TWO ELS CLS, 
BET (2 JS AP OE AIS RE Bs fe 
6 ORO) GT OFM SEAT So 
BV o WAAC AIRAWAS aL 
RKESB.OELPHCES SLOSS V6 
角 商 石化 作用 を うぅ うけ た る 原 岩 , は 凝灰岩 
FA BORER A, 石英 粗 面 岩 , HRB EE IC 
Lt, <OKA ORL, 石英 安山岩 ょ り 
後期 に し て , HET RE AM © 前 な り と 
B~bSo 即ち 後 火山 作用 の 最後 に 於 け 
SLAB IC LY CEI ASR EE 
せら れれ , im WAALIEBe 生じ た る る も 
の に し て , その WRO PIE = O 地域 に 
Be Bt AEM ARIK Li Uc 
その 成 生 時 期 も 等 し きも の と 考 へ ら る 。 
C AAR BESS Se, 51, 109~117, 02 10) 
Crp BF) 

3976. E+ BWOHZARRIMRET 内田 
謙一 。 

BAS GAG OAL HICH BEB Uy es 
心 と し て 各所 に 見 出さ れ , BRR RIS BE 
WAKAHS t,Z2eEWBEL UAE, 
CLA ERR 1 ESA SE, (2) 七星 郡 
SE PRET CIT > (3) 6 EAR AGRE ih Fa 
MSE LT BRE lt SAA 
MMAR A IC UC, MEIC It 多 敷 の 噴 
SFL, DEF ME ICL A RF BS VC, Ri 
aos SIAL ZE OPE & RY CRE L, 
WEG EIERLELOIV, 著者 は 多 シ 敷 


の 試料 た に つき, その 主要 成分 た る 培 酸 , 硫 | 


Be, ys >, 酸化 鐵 と , 一 部 は Tr yy 
含量 を 定量 し , GRE 綿 括 すれ ば AR 
床 の 明 和 化石 は アル ミナ 含有 量 の 多き を 特 
Ble し , 硫酸 及 ア ルカ ヵ カリ 含有 量 は 少な く , 


| BO WR EWR OM ( pes = AD 
原料 と UCHR SLi HS. ( BH 
BH, 178, 15~25, 19) Crp EF) 
3977, S2ERERIG EMOTE 7K ff] 3950 
BRB 

3978, =K5%MegO-FeO-Sioz 

Ai] 3952 2382 0 

3979, BEL ROB Redrich, 
K. A. 

RK & SOOM A, C1) Kraue 
bach 3\, MEAG DB UE JB % WERE HS ICTR 
BIRR IC Me Wee られ , Braunmiih 氏 に 従 へ ば 
主 に 地 素 下 200 KIZ OFF MI CHM B 
tr, CaO, FeO 及び Al20s 等 の 如き 酸化 
全 属 を 伴 ふ こと 稀 な る に 有 反し, SiOg ase 
自 五 の 形 に て 階 件 する を 普通 と せり 。 こ 
| DIVKO BRICK WS CL BEBE LE © RAE 
Stith a, H4Mg3-Sig09+8 COg+ 
2H20=3 MgCO3+2Si0g+4H2Or 
| BKC LU CRM SS, 

(2) #82 omMK is BIEL VU MS Se 
| EHR <I LUT, Norwegen の sagvan- 
dit LAS SAE ALY BRAK 
LEVY CHRYeENLEDOK LT Jas, 
を と の 岩 中 に PANIC 


=avy7nr, HEE 


BA Vo 
(3) $30 Ol BRAC EET 


SBEEAGRIK UT, 束 ア ルプ ~ Werfen 
OP Sp Re SIO Ha PEA D 
So COWRA RA te Sy 
(C BA RZ & HR OBL IC LC % OM 


| Ait CaCO3-+MgClo--nH.0 =MgCO3 


+CaClo+nH5O7 oxic cM 5S, 


(Z, prak, Geol., 42, 166~171, 1934) 


# 70<50) ip 
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CP Ey 

3980, FStTLSwOBamrm 松下 進 
BAIL FBO ILS. FICS BAX 
DLORBKE L, JM PEMA, He 
8, SHEE BE ICES 5 COMMA 
AAR OARS RHBC A E VEU TC, 
BTS MEIC ORUR & te CHAE & APOE 
SERUM GP ICICI 9 DRUK ILI & 
CHA LV GU ito FES 件 ふと と 
HY» MAT 152.5 来 を 普通 と せり 。 
Be AL 細 粒 綴 蜜 に し て 百 色 , AIR lt 
紫色 な り 。 太 脈 成 生 の 時 代 は 原生 代 層 の 
ARNE te SOL lt ERIC LC, FHROA 
PHB IC Cd FLSA L ~~  S OY TBR IC 
YO CREME bh, この 時 代 は 即ち 
PSF I LC, 朝鮮 全土 の 多く OPER 
の 形成 せら れ し 時 代 な れ ば , HA DED 
( 雌 時代 に 形成 を られ し も ゃ の な る ご さ し 。 
RE OB, 4, 62~64, 昭 10) Crp BF) 


石 ik 


3981, 下部 Kittanning 石炭 層 の 動 カ 
#354 Stadnichenko, T. 

下部 Kittanning 7ipemoreAits & 物理 
ATE RO EE & BIE SRP IC 
ょ よれ ば , CEO 諸 性 質 が 東方 に [a] Cy 
BUMMER VU, 即ち 西方 に 座 て は 固 
定 炭 素 58.6 光 な る に 反し 東方 に 於 て は 
84.72 を 示す も の な り o i Uc bright 
coal jg C, H, NN が 多少 dull coal と 異な 
Y, fy fusain は 前 者 より fixedC 多く Nd 
量 な る 値 を 示す も の な り 。 芝 等 の 種々 な 
る 右 談 の 薄 層 は 石炭 の 成 生 時 代 に 於 ける 
CHER OTE BR USMEE ET %O 


に て ,Kittanning 7 pe fet L954 Ela HRT SB 
Dk VRE te bir, SMW BIC HS Chi Ze 
る 炭化 作用 を 受け た る も ゃ も の な り 。 西 し て 
copRt 作用 の 差異 は AP Aes 
AIFERER ILA IC k SMOLE IC kd 
も の に あら ず し て , thrust-pressure#M ic 
つて 朗 明 せら る 可 き も の な り 。 (Econ. 
Geol., 29, 511~543, 1934) CAA 
3982, Are bCORE CH?) 
IERER 
SAH RO pMoOr- bh 7 uns 
を 使用 LKFORIMIC k S Tipe tk O RR 
せり 。 BD Ae Ic GR & BLS. 3 A 
Fil SE RI CHCHRIC & AVE BRA EL 
を 揮 準 と すう , 温度 GAAS Keb Ler 
る 場合 は 400°C 肉 外 , 油 質 の 比重 を 小 な 
らし むる 場合 は 425°C 肉 外 が ぶ が 最適, 時 間 
ee A] (2 時間 , 況 度 上 昇 速度 は 毎 分 
3~4 度 ボ 最適 ) 商 媒 て (ニッ ケル 2 内外) 
水素 の 純度 (1852 迄 の も % の は 使用 可能 う 
及び 石炭 の 次 末 度 GHAR BOA HL 
CAEL) SCM* CHA RRSREL 
REODRROGED 4D L ICIS CHEE 


A 


北海 道 炭 , ARE, 朝 魚 炭 等 の 多 敷 の 資料 


CME & FECHA V o CABG, 18, 1~6) 
CAAJ 


ーー ーー 


PACTS OW. , KS5 4 AA 
賞 第 7 年 綿 省 を 京城 た に 開き, Hoc 日 本 
WBS & OFTHE RU SL RT & 
行 ふ べし 。 


AAW EEA, BASLE Me RI RRL er Re 
We Era Ge SA SECT HA 


期 A 
昭和 10 年 4 月 28 日 (日 曜日 より 5A 13 A CARA) ETC 


i BRB RE SY 


Bre Sh HS SR EF IM] BY Fe Se es YP SS PY SS BE 


1 1.10% 4 #8 


5 月 4 A OCEMEHD 


a: e 
午前 9 時 開 倫 ( 會 場 8 階 講堂 ) 


RAMR SSR BS 


5 月 4 上 昌 ( 土 曜日 ) 


SECC 。 評 識 員 選 架 評議 員 谷 開 催 SR 2th 
ARBRE SS | FS 
事業 報告 AES 、 
| 講 演 
540 (EMEA) “Pay 10 Bee 
| 1 @ By 3 階 講堂 
第 2 部 人 益 場 3 Re he Be Be SE 
記 意 3 


5 8 4 A (EMER ) 


5 月 4 日 (土曜 日 ) 


5 月 5 日 (日曜 日 ) 


5 月 5 日 て (日曜日) 


Te (撮影 の 場所 は 営 日 弧 答 々 場 に 掲示 す ) 
講 演 

午後 1 ee 
Hs 1 th @ & 3 he me RE 
2 @ ye 3 by he Be Mh Se 
aR Es) ¢ 

午後 6 時 ょ り (ete 朝鮮 ホテ ル ) 
講 演 

午前 9 Ree 
第 1 部 會 場 4 Be V6 i Pe os 
第 2 部 會 場 3 te be Be Be se 
講 演 

午後 1 eb ee 
1 ik @ & 4 We UF si Be Se 
第 2 部 會 場 3 eR be Be Be se 


(#2 ¢ 前 ) 
GE BRCM, akc Sie ee Game Hille 
KE, ATHEPEERE) Ra 
RGR GRE BONED, 載 徳 府 近 アル ヵ リ 花 同 岩 , BESIENIEGBS, 白岩 附近 マー 
ダネ サイ ト , ドロ マイ ト , AYR, Fry DARE, 合 水 盆地 等 ‘ 
(#2 eg 後 ) 


京城 府内 見 書 5 月 6 日 費用 不要 
WRENS, BI, MERINO, 地質 調査 所 , 多 将 選 氏 研究 所 等 


S20 金剛 山 方 面 SAC HMB SAIN GES Bi 
BEE, HKALE) Mere 

=» 7 PRG), Hib ARKGMD, 硫化 鐵 鑑 床 ( 同 上 ), 水 鎧 鐘 々 床 ( 金 剛 山 う , 
金剛 山 等 | 


3M FUCGTT AM SA CHM 5110 Hak GREE 
N\IKA—#, /\PPSELE, 松下 進 君 ) . 
SRAM ECE CPA, 寒 武 利 亜 紀 化 石 控 集 (同上 う , SAME 


源 , SAAS USE et, 玖 北山 細 土 頁岩 及 地 質 構 造 , 下部 珠 縮 紀 層 Roa 


( 下 壌 牡丹 亭 う , “FRBERRERUE ADK, MELB SBR aR AACE CPEB 
第 4 班 6-H 6B AL OAT AMR 6 ROA ORLA 5 月 
10 Hse (指導 者 波多 江 信 廣 君 , lahore) 


SRBC, RUAGEPECAIL), SSREZEIE, PACU HWE AE RUA EE EE, 
OBER CPBEELIZS, FEBPREBRUL GK, II Zep RR ee 


第 5 班 宣 川 方 面 5 月 9 日 出生 SAIS HSE (指導 者 島村 新 
兵衛 君 ) 
SK CNGAURA BRL, Aaa, TERA, SEFC Boas 


) % 
iN 
第 1 部 
5 月 4 日 (土曜 日 ) 午前 10 時 開 合 (3 Pee) 
三河 國 猿 投 山 産 球 題 岩石 の 化 沖 的 研究 5 分 うー oe ee ae 義 計 君 
中 部 千島 得 折 島 の 火成岩 に 就 い て G5 人 うー 理 息 士 補 本 2 
奈良 大 日 山 附近 に 於 ける 含 石 英 粗 料 玄 武 岩 質 岩 脈 に 就 い て 0 分 ) 
CCC CK i CL CC EERE RFC. IO 理 BB, =e A 本 (233 KE 
eA OSes C CLS) Gare ods oe OE. ot ee mm Yt we BL Se 
ETA OBIS) ees mk ML = 
PEO PIRSA Pillow lavas aby COs) OR PE EH Re 助 看 
AAAI RH OSM URICE COG) BB TO: EL BEPEOTE 
Peck oss) a co (SUBHS BE Fa as 0 
5 月 4 日 (土曜 日 ) 81 Se 3 RED 
に BAO Tov WEARS CHOA Li pis Spee eam nee olals Sorrinla tage yo B+ fe fk 捨 =F 
| EES ot 20 hata et bo03 > Ee ee eC pt HOR Om ep 
BPIASTDY IRE BEC RE CERO) mB oR A We 
ULBSEYCBERD IEE EBOBERRENC BRL COSI) cee A 鈴木 硬 君 
紀伊 湯江 西 南 の 火成岩 塊 に 就 い て GO うー ee ee a, 
PALIN OMUE, CLLRS BIBLE RD CUS) 
oe a NG RMR CY CLENCON RAUCH TECHCRG Sects TIGRE c une nee: see nee Sti Ghe 理 Bi, aye XK 野 DFE 
SOTA LAR IIATIPSEE D MYITLOSG) ie ea 
AFCA SHAPE 2 PERL OURO) ERR 木 A 
Ie WES PPS. > KLIK BBY CCLOZS) « «ee SC AB: $5 。 木 wise 
ASW ONWELHBENCRD CUB) ee ec MB A PTE fee 
NNT の CD bs aaa Naan, Seine meee taal ROR ME aR 


B 2 部 


5 月 4 日 ( 士 曜日 ) FH 10S C6 階 階 段数 室 ) 


日 本 高山 地形 研究 第 7 報 槍 ヶ 融 北面 の 氷河 地形 及び 北ア ルプ デス ヌ 三 大 川 源流 部 の 地形 幅 


R162 m+ A hs BORE. 
日 本 高山 地形 研究 第 8 報 AOR BRAOWREICRY Cc CERIO CORE BAD 5) 

a i Cae ee EC A es a nian ear Re a eaga aes 理 zs = ves ey Bs Rice 
日 本 高山 地形 研究 第 9 報 SHPTRNLSED AMIE OD) 

METI ats Neca ial sis)- ee a PRL ft fe 
is HE EE HITE CLOSS) eee ete ee wo AYO BIg 
BERT OUERURBBIC BD COORD) ote I Hk Be BCH 
Ti RRORR & MPT IEIK HW RE & OTRAS) Tob Nh BBA 
Pete OE PGS a fens lee He ome tee te mega AE AK R BE 
PEE HIE Ay ASP ICU BEG CSG) ee Eipemeeee oe 

5 月 4 日 (448) FRIAS (3 階 階段 数 室 ) 
王 浦 生島 の 地質 構 江 5 分 うー Be a RS BE 
ST BAI DWE CDSS) 20 eee eee ee eee ees B+ HK I = Be 
PY RLU ADAGE © HV Rs 55>) Se Meese wc Sip vA, Mas eos nite darn 8° 理 Bh + jE 本 ie 義 老 
FEHE FSF PU ARO MTDIIC EY CSSD) «eee oo THB EE 
司 東 州 小黒 山系 と 土 城 和子 一 Se FRYRRCOD)- +--+ Wea fe i 誠 A 
HWE OSE ASHWELL CR MEE SD OMAR Bis rst 157) 

Beemer see ah ee A a od we otiag mR LK Re ee 
SES TO HURRBPIC HEU COG eee eet FREE: 山 He 新 DCR 


ZPEYSEH © HWE AS) 5 ee Oe oe An RE SoBe AL je + th MH BK HGEE 


“e 


i A Wy + iad a a For 
| A at , 
| 講 演 
第 | 部 
5 月 5 日 (88) 午前 9 時 開 合 <d BePBReSS) 
SABA GER 5) Meare ahah AEA wes sayin Read eae PAMPER wo At RR ORE A Bt 
SSSA A S11] D HWET IE PERRIC HET DS) eee ma PP AO AH 


FN ERD ELSI T SPOOR Ea EE ak BOF 


HAPS ZERO TH EBL PIS % PEPTELE MMR ELC LOZ) 


ES 8 a ra tae op B+ iy Gert 
¥ SURES © HWA DER C105) dian, Nt arab Ea a z i Bs at re 
POPES NiO WWITIRBERS I) Bat LB 武男 君 
Bef raie ACH OFS AA HDR CLO)) et KR 下 & ee 
| ARR AF A bE BURL OMYRCSS) eee meA-+ HA AH 
TED BAL = ツタ ケル 鏡 床 に 就 い て 5 分 うー REG 加 FR 武 RA 
5 月 5 日 (Be) 午後 1 SR (4 BREE) 
上 日立 歴 山道 草 理 石 に 就 い て (10 分 ) FSR SE aay co. toca 理 es —- Wt AN ne eyes 
BSB DAVIS LOZ) «cee ce ede eee yo Bh + FR OB wagt 
BSAC DM ELL TEE Ha ERPS GIS BEL COP) eee Bat FN BM aH 
Ree THREE D X PRTIOTFE CSS): lee see 0 PRE: 高 BOR A 
SUSE D abIREIT BEV TSS) COO igetiaies hate cesi ib SA 理 eas + Ye ve 新 Sy, 
GADD ER & BARS BO # Yr T—-LICB CAD): Bt 原 A we ze 
THEE PPE P44 OME A 4 94 FICHE C05) 7 
Boe tela bce ccna RE RCE PE anlage obese eee I) 井 & ee 
電極 と し て の 磁 鐵 策 の 性 質 Q0 分 うー (Sues OF eee 
{ 

Hl FLL BE PDS 63O WIA BEL oC BGP) eee Bh ok OE 
PHBE OP GERRI REN ) CGLBAP) © ose icle mats a fie eld! ot oy Seta ptouars yp PL fh 東 。 吉 3 
ARAL BARE) 7 ARB HE COS) re BE BA ot OR BE le GY BRA 
7 SFB BABB CHADS BY Ee 

ite mB 4: pt Pp ; 
AGED NEE DS OBERT HEN YT BSP) ee 1 BL st: 片 ity fy Be 
| Bao RR Re Re 


He p ; ‘i ‘ 3 } ‘i 
Pers : i 
rs 
講 演 
Bol My 
5 月 5 日 (88) FRO RFRA (3 REPSELECSe) oh Oe ae 
RE AO HVAIRIC BRL C5) +: Eh aed Re NO Ey mB ee = 
2H EBA AY LAGEE® EEK OD HWS HEC 05) co ee per i 
WATT © FEL ORE ELIZ BRC RED COS) SH Ae POA 
HRT Sy O HUET & %OMFEE ClOS$) se eee eee 理 2 Be + RL 動 閣 yaks 
理 Bo BR Ra ete a 
ORE EMER LST BL 2 1 6. ene , Be 4 ON Bp ly oR 
wet wm BeBe oe 
PERUSE PAB D TEER © NBS & BE LOS) +0 EB oh ee 
POS RET SMB ED 2 L LEA AT Y THER ULL ED HES 
een Pee tte hie CN ook aA PEGI: OE WR cz KH 
SEEPS > HEIL ILO HWETEC OD | ayo e a = Le 
NC GSAS adler Soca i a Sea oan PR Ht wy a BR 
RED HWA FAK BA tS SRRHRH CSSD) eee mB oh NBR A ) 
北海 道東 南 新 世代 層 の 綿 括 的 麻 序 欄 報 う ⑤ 分 う ……………… (eae ae ae 


FEBPIORE RN LULL tHE RE (154d) EE BL RD Wa ae 


Feb ALAAT De LAI HB 1G FBR EN TT LOSS) mB Eb ie eK Re 


RA LMS ST Ye74 PAE LESSEE oe) Ek 三 RBA ue 


(REO Abs = he SIC WG, (54>) i Rhae Yate ana) siNieae aia 0 理 a a oe 大 NW a it i 
5 月 5 日 CBRE) ak 1 ARNG (3 階 障 外角) 
江原 道 購 越 府 近 の 下 安 系 石 次 岩 中 の 有 孔 坦 化 石 5 分 う …… Be WS UC fe 
TSE EOE tA RARE LONE LOUD): Ho SA 
WS aE Engelhardtia CXR HEARD で 10 分 うー BK A SS Bee 
北 支那 南 滴 洲 及 朝 鮮 の 奥 陶 紀 頭 足 類 ⑮ 分 う ーー are Oe we ee 


FIRE HORR EAA Saciorthoceras の 特性 5 A) se er +} ee at | 


Cael = ae Ben ae a clea mie © 理 BA + 小 IK A ーー 者 」 
上 部 寮 武 紀 と 下部 役 陶 紀 に Zoopalaeoge ogra phy SHE C54 EB BR sy BK 
Stereoplasmoceras 属 と Stereoplasm (5 a ss 1G pa 
Hamites rugatus Torzes の Holotype CKIPEGEH) Go4>): FRB ff 水 = Bb 


EERE © Ba BBIC BAL CGH GOP) screen re: 長尾 Ta 
WSRRA eye © HSE (154) Md wow Bas) Sriemar'ss ciel elven chemenartrats 理 阜 博士 徳 永 重 REE 


F 


Bn AR AKS 
@ uneasy 
@A th ti E hte 
@B WA mM Fe 
OC RRR KEE 
@dDFtR KE 
@E KK AEB 
OF RR hm te 
OG Ris hm i 
@H K HR Mm 


明 治 


org 9 Mae 


RERMRS Shr 


支那 領事 館 明 治 町 


EIN EHTS 


注意 MSCS S—WOF GRR + BLS + TAIT + SLEBHETT » SEAL) (CREASE 
Pia AMAA SBS RICA CRROE TD b, 御用 件 に 就 い て は 縮 て 同 係 
に 御 問 合 下 さい 。 


oy 
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